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第1章 業務概要 

1-1 本業務の目的 

草津駅・南草津駅周辺では、通勤・通学時間帯の利用者の集中により、駅前ロータリーおよび周

辺道路において公共交通と一般車両の混雑による著しい交通渋滞が発生し、関連する公共交通の速

達性や定時性、自転車・歩行者の安全性の損失などの問題が生じている。 

課題解決にあたっては、今後の駅周辺の大規模開発に伴う需要変化への対応や交通をめぐる様々

な環境の変化への対応も求められており、これらも踏まえながら、草津駅・南草津駅周辺における

公共交通の利便性の向上と利用環境整備の検討を進めることで、公共交通、自動車、自転車、歩行

者等、すべての道路利用者に対して安全で円滑な交通誘導を図り、「コンパクト＋ネットワーク」

による持続可能な都市構造の構築に向けた実施可能な総合的な施策の調査検討を行う。 

 

1-2 本業務の内容 

本業務の内容は以下の通りである。 

(1) 現況調査 

本業務の検討に際して適切な対象地域を設定した上で、草津駅・南草津駅を端に発する対象地域

の交通問題の背景となる駅アクセスの実態、道路構成、土地利用、施設配置、人口等の状況を把握

し、また関連する既往計画等から今後の市街地整備の動向についても整理する。 
 

(2) 交通実態調査 

対象地域の交通問題の把握、課題の検討、改善対策案の検討、改善対策案実施時の効果検証など

の各種検討を行うための基礎資料となる利用交通に関する実態把握を行う。 
 

(3) 課題整理 

（１）（２）で把握した内容をもとに、対象地域でどのような交通問題が発生しているのかを交

通円滑性、交通安全性の面で検討を行い、対象地域の交通問題の背景、駅利用者アンケート等で捉

えた利用者ニーズ、将来動向（関連計画等）を踏まえた課題整理を行う。 
 

(4) 改善対策案の提案 

対象地域の特性や問題点・課題を踏まえて、対象地域における効果的で実効性の高い改善施策案

として複数案のハード・ソフト施策を、市職員や関係機関（道路管理者、警察、交通事業者等）と

も協議の上、検討する。その上で、実現性を踏まえつつ、市職員等と協議の上、検討案を絞り、交

通影響シミュレーションを実施する。またシミュレーション結果をもとに対策案の効果検証を行い、

評価を実施する。 



 

－2－ 

(5) 概略設計図の作成 

（４）の検討に引き続き、駅ロータリーや周辺交差点の混雑改善の具現化に有効な検討案につい

て概略設計を実施する。設計に際しては、地域の特性を十分把握したうえで、安全性、施工性、コ

スト縮減、新技術に留意し最適構造を決定する。また、改善対策案に応じて関連する交付金の検討

を行い、これらを踏まえた上で、整備における事業費を把握するために概略工事費を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 業務フロー 

（２）交通実態調査 

 駅前広場・周辺道路の公共

交通、自動車、自転車、歩

行者の利用状況調査 

 各種交通量調査の実施 等 

（５）概略設計図の作成 

 検討案の概略設計図を作成 

 国庫補助金の活用も踏まえた概略工事費の検討 

計画準備 

 業務計画書の作成 

業務のとりまとめ 

 報告書等の作成 

（１）現況調査 

 対象地域の土地利用や人口

等の現況調査、市街地整備

の動向整理 

 対象地域の利用者調査（駅利

用者アンケート調査） 

 関連計画の収集整理 等 

（３）課題整理 

 （１）（２）の検討結果、関連計画との整合性を踏まえた対象地域

の課題・要望の整理 

（４）改善対策案の提案 

 要因分析の上で、地域において効果的な対策の検討（複数案） 

 検討案に関する交通影響シミュレーションの実施、効果検証と評

価の実施 
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第2章 現況調査 

2-1 現況調査の調査項目 

本業務の検討に際して適切な対象地域を設定した上で、草津駅・南草津駅を端に発する対象地域

の交通問題の背景となる駅アクセスの実態、道路構成、土地利用、施設配置、人口等の状況を把握

し、関連する既往計画等から今後の市街地整備の動向についても整理する。 

また、対象地域の駅利用者調査としては「駅利用者アンケート調査」を実施する。利用者の個人

属性や利用交通の特性、駅周辺交通に対するニーズを同時に把握できるため、この調査手法を採用

する。 

 

表 2-1 現況調査の調査項目 

調査手法 調査項目 

駅利用者アンケート調査 
 利用交通の質（交通行動（利用経路・移動目的・

時刻等）、不満点・ニーズ等） 

 駅利用者のアクセス交通手段 等 

パーソントリップ調査データ分析  地域間ＯＤ交通、利用交通手段の特性 等 

現地調査 
 対象地域の土地利用状況、駐車場・駐輪場位置

等 

既往計画等の確認調査 
 既往計画等による周辺開発の確認と影響の予

測 
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2-2 駅利用者アンケート調査 

2-2-1 調査概要 

(1) 調査内容 

草津駅、南草津駅にアクセスする利用者を対象にアンケート調査を実施し、駅へのアクセス交通

手段等の駅の利用実態、交通に対する問題点、今後の利用意向等を把握する。 

アンケート調査における質問内容は表 2-2のとおりである。 

 

表 2-2 アンケート調査の質問項目 

質 問 狙 い 

問１ 調査当日の出発場所 交通手段とのクロス集計、駅勢圏の把握な

ど 問２ 調査当日の出発住所 

問３ 出発時間 行動時刻、所要時間の把握など 

問４ 駅到着時間 

問５ 駅の利用目的 駅の利用目的の把握 

問６ 駅への交通手段（本日および雨天

時） 

交通手段、雨天時の自動車利用の傾向の

把握 

問７ 駅への経路 駅利用者の利用アクセス経路の把握。拡

大係数を乗じた値から周辺道路の交通量

に対する駅利用者割合を把握。シミュレー

ションの入力データにも活用。 

問８ 駅への経路（雨天時） 

※経路が変わる場合のみ 

問９ 自動車利用者（雨天時利用者も含

む）を対象に、他の交通手段への代

替可能性、車以外を利用しない理

由、行動変容可能性について 

公共交通等への転換可能性 

対象地域の交通に関する課題の把握等 

問

10 

駅へのアクセスに関する問題点（渋

滞、信号時間、歩行空間、駐車場所

など） 

駅周辺道路の問題点・不満点・ニーズの把

握 

問

11 

個人属性（性別・年齢、職業、通勤・

通学先等） 

各項目とのクロス集計に使用 
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【草津駅のアンケート調査票】 

草津駅・南草津駅周辺の交通に関するアンケート調査 

～ アンケート調査ご協力のお願い ～ 

本アンケート調査は、草津駅・南草津駅周辺の交通実態や交通問題を把握し、対策を検討するた

めの基礎資料とするために実施するものです。ご多用のところ、誠に恐れ入りますが、調査の趣旨

をご理解いただき、アンケート調査にご協力くださいますようよろしくお願いいたします。 

 回答は、各質問の指示に従い、下記のアンケート調査票に直接回答をご記入ください。 

 いただいた回答については、他の目的には一切使用しません。 

 ご回答いただいたアンケート調査票は返信用封筒に入れ、切手を貼らずに 12 月 12 日（月）

までにポストにご投函ください。 

調査実施主体：草津市都市計画部交通政策課 

問い合わせ先：一般社団法人システム科学研究所 ℡075-221-3022 受付時間（9:00～17:00） 

担当 草津駅・南草津駅周辺の交通に関するアンケート調査班 山本、玉村、吉原 

調査票を受け取った当日の草津駅までのアクセスについてお尋ねします。 

問１ 本日出発された場所は、どちらですか。あてはまる番号に一つ○をつけてください。 

1. 自宅  2. 通勤先  3. 通学先  4. その他（               ） 

問２ 出発された場所の住所は、どちらですか。 

［      ］市［         ］ 

問３ そこを出発された時間は、何時ごろですか。 

午前・午後［    ］時［    ］分ごろ 

問４ 草津駅に到着した時間は、何時ごろですか。 

午前・午後（［    ］時［    ］分ごろ 

問５ 本日、駅を利用した目的は、何ですか。 

1. 通勤  2. 通学  3. 業務・仕事  4. 買い物  5. 娯楽・レジャー 

6. 通院  7. その他（                ） 

問６ 駅まではどのような交通手段で来られましたか。①本日と②平日の雨の日の交通手段

を、それぞれ選択肢から選んで、あてはまる番号をご記入ください（複数回答可）。 

①本日 ［    ］ 

②雨の日［    ］

＜選択肢＞ 

1. 徒歩 2. 自転車 3. 原付き・バイク 4. タクシー 

5. 自動車（ご自分で運転） 6. 自動車（送迎） 7.路線バス 

8. その他（                       ）

中面に続きます。
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問７ 本日、問１の出発場所から駅までどのような経路を利用しましたか。下記の図が示す

範囲内に使われた道路に線をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 問６で「本日」と「雨の日」とで違う交通手段をお答えの方、雨の日はどのような

経路を利用されますか。問７と同様に線をご記入ください。 
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 問６で「本日」「雨の日」いずれか、あるいはともに「5」または「6」（自動車）と回答

をされた方は 問９(1) へ、 

「1」「2」「3」「4」「7」「8」（徒歩・自転車・路線バス等）と回答された方は 問10（裏面）へ 

お進みください。 

問９(1) 同じ時間帯、同じ目的で草津駅へ行くときに、自動車以外の交通手段を利用するこ

とはできますか。 

1. いいえ 

2. はい 

 ⇒「はい」の方、利用可能な交通手段は［     ］ 

問９(2) 他の交通手段を利用せずに自動車を利用する理由をお答えください。（あてはまる

ものすべてに○） 

1. 徒歩や自転車だと危険である 2. 自転車や徒歩だと雨に濡れる 

3. 自転車、原付き・バイクを預ける場所がない 

4. バスの運行本数が少ない、ダイヤが合わない 5. バス路線が近くを走っていない 

6. 帰りのバスの便が無い、時間が合わない 7. バスの料金が高い 

8. バスだと座れない 9. バス車内が混んでいる 

10. その他（                                 ） 

問９(3) 問９(2)の条件が満たされ、自動車以外の交通手段の利用が快適となった場合、その交

通手段を利用すると思いますか。①晴れの日と②雨の日のそれぞれついて選択肢から

一つ選んで番号をご記入ください。 

①晴れの日 ［    ］ 

②雨の日 ［    ］ 

問９(4) もしも駅のロータリー（駅前広場）が以下のように利用できなくなった場合、駅へ

の自動車利用はどのようになると思いますか。選択肢から一つ選んで番号をご記入

ください（この質問はアンケート調査用の質問です）。 

駅の東側（山手側、国道１号側）のロータリーが使えなくなった場合 ........ ［    ］ 

駅の西側（琵琶湖側、Ａスクエア側）のロータリーが使えなくなった場合 ..... ［    ］ 

駅の東西のロータリーがともに使えなくなった場合 ................... ［    ］ 

 

 

 

 

番号をご記入ください。 

複数回答可 

＜選択肢＞ 

1. 徒歩  2. 自転車 

3. 原付き･バイク 4. タクシー 

5. 路線バス 6. その他（    ）

＜選択肢＞ 

1. ロータリーを利用しないので影響は無い、今までどおり自動車を利用する 

2. 反対側の使える方のロータリーを利用する 

3. 手前で降りて駅まで歩く 

4. 自動車の利用をとりやめる 

5. 他の駅を利用する 

6. その他（       ） 

裏面に続きます。

＜選択肢＞ 1. 必ず利用する 

 2. 利用するかもしれない 

 3. それでも自動車を利用する 
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問 10 朝の通勤･通学時間帯に草津駅周辺を通行するときに、問題だと感じることを以下か

ら選び、該当する番号すべてに○をつけてください。また下の地図に、問題と思う場

所を記入例のように地図に○印で囲み、横に選択肢の番号をお書きください。 

1. 歩行者や自転車の交通量が多く通行しにくい 

2. 段差があり、徒歩や自転車での通行がしづらい 

3. 歩道や自転車道が整備されておらず通行しづらい、自動車が危険に感じる 

4. 歩行者からみて信号のタイミングが悪い 

5. 自動車からみて信号のタイミングが悪い 

6. 自動車が混雑している 

7. 雨の日の自動車の混雑が激しい 

8. 駐停車の自動車が多く、通行の邪魔になる 

9. その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 最後に、あなた自身についておたずねします。あてはまる番号に○をつけるか、（  ）

内に地名や数字をご記入ください。 

■性別は 1. 男性  2. 女性 

■年齢は 1. ～19歳 2. 20歳代 3. 30歳代 4. 40歳代 5. 50歳代 6. 60歳代 7. 70歳～

■職業は 1. 会社員・役員  2. 自営業  3. 専門職  4. 公務員  5. 学生 

 6. 専業主婦 7. パート・アルバイト 8. 無職 9. その他（       ） 

■通勤・通学されている方、その行き先は （     府・県      市・町・村） 

■あなたの世帯の自動車保有台数は    （    ）台 

記入例 

質問は以上です。ご協力どうもありがとうございました。
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【南草津駅のアンケート調査票】 

 
草津駅・南草津駅周辺の交通に関するアンケート調査 

～ アンケート調査ご協力のお願い ～ 

本アンケート調査は、草津駅・南草津駅周辺の交通実態や交通問題を把握し、対策を検討するた

めの基礎資料とするために実施するものです。ご多用のところ、誠に恐れ入りますが、調査の趣旨

をご理解いただき、アンケート調査にご協力くださいますようよろしくお願いいたします。 

 回答は、各質問の指示に従い、下記のアンケート調査票に直接回答をご記入ください。 

 いただいた回答については、他の目的には一切使用しません。 

 ご回答いただいたアンケート調査票は返信用封筒に入れ、切手を貼らずに 12 月 12 日（月）

までにポストにご投函ください。 

調査実施主体：草津市都市計画部交通政策課 

問い合わせ先：一般社団法人システム科学研究所 ℡075-221-3022 受付時間（9:00～17:00） 

担当 草津駅・南草津駅周辺の交通に関するアンケート調査班 山本、玉村、吉原 

調査票を受け取った当日の南草津駅までのアクセスについてお尋ねします。 

問１ 本日出発された場所は、どちらですか。あてはまる番号に一つ○をつけてください。 

1. 自宅  2. 通勤先  3. 通学先  4. その他（               ） 

問２ 出発された場所の住所は、どちらですか。 

［      ］市［         ］ 

問３ そこを出発された時間は、何時ごろですか。 

午前・午後［    ］時［    ］分ごろ 

問４ 南草津駅に到着した時間は、何時ごろですか。 

午前・午後（［    ］時［    ］分ごろ 

問５ 本日、駅を利用した目的は、何ですか。 

1. 通勤  2. 通学  3. 業務・仕事  4. 買い物  5. 娯楽・レジャー 

6. 通院  7. その他（                ） 

問６ 駅まではどのような交通手段で来られましたか。①本日と②平日の雨の日の交通手段

を、それぞれ選択肢から選んで、あてはまる番号をご記入ください（複数回答可）。 

①本日 ［    ］ 

②雨の日［    ］

＜選択肢＞ 

1. 徒歩 2. 自転車 3. 原付き・バイク 4. タクシー 

5. 自動車（ご自分で運転） 6. 自動車（送迎） 7.路線バス 

8. その他（                       ）

中面に続きます。
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 問７ 本日、問１の出発場所から駅までどのような経路を利用しましたか。下記の図が示す

範囲内に使われた道路に線をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 問６で「本日」と「雨の日」とで違う交通手段をお答えの方、雨の日はどのような

経路を利用されますか。問７と同様に線をご記入ください。 
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 問６で「本日」「雨の日」いずれか、あるいはともに「5」または「6」（自動車）と回答

をされた方は 問９(1) へ、 

「1」「2」「3」「4」「7」「8」（徒歩・自転車・路線バス等）と回答された方は 問10（裏面）へ 

お進みください。 

問９(1) 同じ時間帯、同じ目的で南草津駅へ行くときに、自動車以外の交通手段を利用する

ことはできますか。 

1. いいえ 

2. はい 

 ⇒「はい」の方、利用可能な交通手段は［     ］ 

問９(2) 他の交通手段を利用せずに自動車を利用する理由をお答えください。（あてはまる

ものすべてに○） 

1. 徒歩や自転車だと危険である 2. 自転車や徒歩だと雨に濡れる 

3. 自転車、原付き・バイクを預ける場所がない 

4. バスの運行本数が少ない、ダイヤが合わない 5. バス路線が近くを走っていない 

6. 帰りのバスの便が無い、時間が合わない 7. バスの料金が高い 

8. バスだと座れない 9. バス車内が混んでいる 

10. その他（                                 ） 

問９(3) 問９(2)の条件が満たされ、自動車以外の交通手段の利用が快適となった場合、その交

通手段を利用すると思いますか。①晴れの日と②雨の日のそれぞれついて選択肢から

一つ選んで番号をご記入ください。 

①晴れの日 ［    ］ 

②雨の日 ［    ］ 

問９(4) もしも駅のロータリー（駅前広場）が以下のように利用できなくなった場合、駅へ

の自動車利用はどのようになると思いますか。選択肢から一つ選んで番号をご記入

ください（この質問はアンケート調査用の質問です）。 

駅の東側（山手側、国道１号側）のロータリーが使えなくなった場合 ........ ［    ］ 

駅の西側（琵琶湖側、東山道記念公園側）のロータリーが使えなくなった場合 ［    ］ 

駅の東西のロータリーがともに使えなくなった場合 ................... ［    ］ 

 

 

 

 

番号をご記入ください。 

複数回答可 

＜選択肢＞ 

1. 徒歩  2. 自転車 

3. 原付き･バイク 4. タクシー 

5. 路線バス 6. その他（    ）

＜選択肢＞ 

1. ロータリーを利用しないので影響は無い、今までどおり自動車を利用する 

2. 反対側の使える方のロータリーを利用する 

3. 手前で降りて駅まで歩く 

4. 自動車の利用をとりやめる 

5. 他の駅を利用する 

6. その他（       ） 

裏面に続きます。

＜選択肢＞ 1. 必ず利用する 

 2. 利用するかもしれない 

 3. それでも自動車を利用する 
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問 10 朝の通勤･通学時間帯に南草津駅周辺を通行するときに、問題だと感じることを以下

から選び、該当する番号すべてに○をつけてください。また下の地図に、問題と思う

場所を記入例のように地図に○印で囲み、横に選択肢の番号をお書きください。 

1. 歩行者や自転車の交通量が多く通行しにくい 

2. 段差があり、徒歩や自転車での通行がしづらい 

3. 歩道や自転車道が整備されておらず通行しづらい、自動車が危険に感じる 

4. 歩行者からみて信号のタイミングが悪い 

5. 自動車からみて信号のタイミングが悪い 

6. 自動車が混雑している 

7. 雨の日の自動車の混雑が激しい 

8. 駐停車の自動車が多く、通行の邪魔になる 

9. その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 最後に、あなた自身についておたずねします。あてはまる番号に○をつけるか、（  ）

内に地名や数字をご記入ください。 

■性別は 1. 男性  2. 女性 

■年齢は 1. ～19歳 2. 20歳代 3. 30歳代 4. 40歳代 5. 50歳代 6. 60歳代 7. 70歳～

■職業は 1. 会社員・役員  2. 自営業  3. 専門職  4. 公務員  5. 学生 

 6. 専業主婦 7. パート・アルバイト 8. 無職 9. その他（       ） 

■通勤・通学されている方、その行き先は （     府・県      市・町・村） 

■あなたの世帯の自動車保有台数は    （    ）台 

記入例 

質問は以上です。ご協力どうもありがとうございました。
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(2) 調査方法 

草津駅、南草津駅にアクセスする利用者を対象にアンケート調査票を配布し、回収する方法とす

る。具体的な方法は以下のとおりである。 

 

1) 調査箇所 

草津駅・南草津駅の東西出口のロータリーとの接続箇所とする。草津駅西口３箇所・東口４箇

所、南草津駅東口３箇所・西口３箇所 計１３箇所（※エレベーター出入口を含む）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 アンケート調査票配布箇所

※地点⑧、地点⑨はロータリーでの自家用車降車客を対象とする。

■アンケート調査 調査地点位置図（ＪＲ草津駅）

③

⑦
⑤

①

②

④

⑥
⑨

⑧

※地点⑥、⑦は２階で配布。

※地点⑦、地点⑧はロータリーでの自家用車降車客を対象とする。

■アンケート調査 調査地点位置図（ＪＲ南草津駅）

③

⑥

①

②

⑤

④

⑧

⑦

※地点②、⑥は２階で配布。
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2) 調査日、調査時間帯 

交通量調査等と同日同時間帯である平成 28 年 11 月 28 日（月）の午前 7 時 00 分～午前 9 時 00

分に調査票の配布を行った。また、できるだけ多くの調査票を配布するために、同日の午後 6 時

00 分～9 時 00 分にも実施している。 

 

3) 調査方法 

調査員が駅来訪者に返信用封筒に入った調査票を手渡しで配布し、返信用封筒による郵送での

回収方法とする。また、配布に際しては送迎車両から降りた方にも専属の調査員を配置し配布す

る。 

なお、回収率を高めるために返信用封筒にボールペンも同封して、配布を行う。 

 

図 2-2 返信用封筒 
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(3) アンケート配布・回収状況 

調査票の配布結果とその後の回収結果は以下のとおりである。 

配布件数については草津駅、南草津駅ともに用意した 5,000 件には遠く及ばない軟調な件数であ

った。調査当日は寒さが厳しい日であり、受け取り拒否が多かったのが要因である。一方で、目標

としていた回収率(10％)を大きく上回る回収率となり、ともに当初目標としていた 500 件を上回る

回収件数となった。 

 

表 2-3 アンケート調査票の配布・回収件数 

 草津駅 南草津駅 合計 

配布件数 2,090 1,504 3,594

回収件数 824 518 1,342

回収率 39.4% 34.4% 37.0%
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2-2-2 アンケート調査結果 

(1) 駅利用者の属性 

1) 個人属性 

＜草津駅＞ 

草津駅利用者は、男性が 61％、女性が 38％で、年齢別は「50 歳代」が最も多く、「40 歳代」

と合わせると過半数を占める。 

職業は「会社員・役員」が 63％と多い。 

通勤通学先は「京都市」が最も多く、ついで「大津市」、「大阪府」が多い。主に京都市や大阪

府方面が大半である。 

自動車保有台数は「１台」が 55％と最も多く、約９割の人が自動車を保有している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 草津駅利用者の個人属性 
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＜南草津駅＞ 

南草津駅利用者は、男性が 66％、女性が 32％で、年齢別は「40 歳代」が最も多く、「50 歳代」と

合わせると過半数を占める。 

職業は「会社員・役員」が 65％と多い。 

通勤通学先は「京都市」が最も多く、ついで「大阪府」、「大津市」が多い。主に京都市や大阪府方

面が大半である。 

自動車保有台数は「１台」が 57％と最も多く、約９割の人が自動車を保有している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 南草津駅利用者の個人属性 
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2) 出発地 

＜草津駅＞ 

草津駅利用者の出発地は、「草津市草津中学校区」が 46％と約半数を占めており、次いで「草

津市松原中学校区」が 14％、さらに「草津市新堂中学校区」が 11％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 草津駅利用者の出発地 

 

＜南草津駅＞ 

南草津駅利用者の出発地は、「草津市老上中学校区」が 31％と最も多く、次いで「草津市高穂中学

校区」が 20％、さらに「草津市玉川中学校区」が 18％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 南草津駅利用者の出発地 
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3) 行動時間 

＜草津駅＞ 

草津駅への到着時刻のピークは 7:10～7:40 頃である。所要時間は 10～20 分が多く、平均所要

時間は約 20 分である。今後は到着時刻と交通手段の関係について分析する。 
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図 2-7 草津駅利用者の出発・到着時間および所要時間 
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＜南草津駅＞ 

南草津駅への到着時刻のピークも 7:10～7:40 頃である。所要時間は 10～20 分が多く、平均所

要時間は約 19 分である。草津駅より若干短い。 
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図 2-8 南草津駅利用者の出発・到着時間および所要時間 
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4) 利用目的 

＜草津駅＞ 

草津駅利用者の利用目的は、「通勤」が最も多く、約 8 割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9 草津駅利用者の利用目的 

 

 

＜南草津駅＞ 

南草津駅利用者の利用目的は、「通勤」が最も多く、約 8 割を占めている。また、草津駅と比べて

通学目的の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10 南草津駅利用者の利用目的 
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(2) 駅へのアクセス交通について 

1) アクセス交通手段 

＜草津駅＞ 

草津駅利用者の晴天時の交通手段は、「徒歩」が過半数を占め、次いで「自転車」が 23％、自

動車利用者は「自動車（自分で運転）」「自動車（送迎）」合わせて 13％となっている。 

雨天時は「徒歩」が 53％と最も多いが、その割合は晴天時と変わらない。雨天時に大きく増加

するのが「自動車（送迎）」であり、晴天時の倍の 16％を占め、徒歩の次にシェアが高くなる。

路線バスも 5％から 11％に増加している。一方で、「自転車」が 23％から 12％と大きくシェアを

減少させている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-11 草津駅利用者の交通手段 

 

雨天時の交通手段の転換状況をみると、自動車送迎への転換は自転車が最も多く、晴天時の利

用者 192 人のうち 43 人（22％）が雨天時に自動車送迎へと転換している。路線バスへの転換は

29 人（15％）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12 草津駅利用者の晴雨時の利用交通手段 
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自転車 30 85 0 1 3 43 29 0 1 192

原付・
バイク 1 0 9 0 0 6 4 0 0 20
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出発地を中学校区に分類して、雨の日に自動車利用に転換する地域を調べたところ、松原中学

校区、新堂中学校区の駅西側の地域で自動車への転換が多くなっている。松原中学校区はバス利

用者も増加するが、新堂中学校区はバス利用者が少なく、自動車利用のみへの転換が際立ってい

る。 

 

表 2-4 草津駅の出発地別の利用交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車
（自分で
運転）

自動車
（送迎）

路線バス 自転車 徒歩
自動車
（自分で
運転）

自動車
（送迎）

路線バス 自転車 徒歩

高穂中学校区 5 2 14 11 0 5 7 16 6 0 5 2 -5

草津中学校区 2 8 4 48 311 4 18 6 27 310 12 2 -21

老上中学校区 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0

玉川中学校区 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 0

松原中学校区 9 27 9 48 18 10 45 31 12 13 19 22 -36

新堂中学校区 12 9 5 36 27 15 25 8 18 25 19 3 -18

中学校区不明 0 5 0 5 10 1 7 1 2 9 3 1 -3

栗東中学校区 2 3 2 15 5 2 3 10 8 4 0 8 -7

葉山中学校区 1 0 1 0 2 1 0 1 0 2 0 0 0

栗東西中学校区 2 2 2 21 19 3 11 8 10 16 10 6 -11

中学校区不明 4 3 1 1 1 5 3 1 1 1 1 0 0

自転車利

用者数の
変化

草津市

栗東市

市名 中学校区名

本日 雨天時
自動車利

用者数の
変化

バス利用

者数の変
化
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＜南草津駅＞ 

南草津駅利用者の晴天時の交通手段は、「徒歩」が 44％と最も多く、次いで「路線バス」が 19％、

自動車利用者は「自動車（自分で運転）」「自動車（送迎）」合わせて 14％となっている。 

雨天時は「徒歩」が 45％と最も多いが、その割合は晴天時と変わらない。雨天時に大きく増加す

るのが「自動車（送迎）」であり、晴天時に比べ 7％増え 17％を占めている。路線バスも 19％から 22％

に増加している。一方で、「自転車」が 15％から 7％と大きくシェアを減少させている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-13 南草津駅利用者の交通手段 

 

 

雨天時の交通手段の転換状況をみると、自動車送迎への転換は自転車が最も多く、晴天時の利

用者 78 人のうち 20 人（26％）が雨天時に自動車送迎へと転換している。路線バスへの転換は 11

人（14％）である。草津駅と同様の傾向である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-14 南草津駅利用者の晴雨時の利用交通手段 
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出発地を中学校区に分類して、雨の日に自動車利用に転換する地域を調べたところ、高穂中学

校区、老上中学校区で自動車への転換が多くなっている。 

 

表 2-5 南草津駅の出発地別の利用交通手段 

 

 

 

 

自動車
（自分で
運転）

自動車
（送迎）

路線バス 自転車 徒歩
自動車
（自分で
運転）

自動車
（送迎）

路線バス 自転車 徒歩

高穂中学校区 6 10 19 31 33 7 21 26 12 36 12 7 -19

草津中学校区 1 1 1 3 2 1 3 1 2 1 2 0 -1

老上中学校区 6 19 7 24 103 7 33 11 11 97 15 4 -13

玉川中学校区 3 5 14 14 57 4 9 18 5 56 5 4 -9

松原中学校区 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 -1 1 0

新堂中学校区 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0

中学校区不明 0 1 0 0 3 0 1 0 0 2 0 0 0

自転車利

用者数の

変化

草津市

市名 中学校区名

本日 雨天時
自動車利

用者数の

変化

バス利用

者数の変

化
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(3) アクセス経路 

草津駅では西側ロータリーでの送迎等の車利用が多い。雨天ではそれが顕著である。なお、以

降の経路分析では、拡大係数を 10 と想定して集計を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-15 草津駅 本日の駅アクセス一般車両のリンク別交通量（台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-16 草津駅 雨天時の駅アクセス一般車両のリンク別交通量（台） 
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図 2-17 草津駅 雨天時に増加する自動車交通量（台） 
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南草津駅ではかがやき通りから大津草津線へと西進し、東側ロータリーに向かう交通の流れが

目立つ。ついで、駅西側の大津草津線から西側ロータリーへの流れである。雨天時にはこれらの

流れで交通量が大きく増加する。また、草津駅に比べて JR 線を跨ぐ交通が多くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-18 南草津駅 本日の駅アクセス一般車両のリンク別交通量（台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-19 南草津駅 雨天時の駅アクセス一般車両のリンク別交通量（台） 
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図 2-20 南草津駅 雨天時に増加する自動車交通量（台） 
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(4) アクセス交通に関する問題点 

＜草津駅＞ 

草津駅のアクセス交通に関する問題点は、「雨の日の自動車の混雑が激しい」が 33％と最も多く、

次いで「歩道や自転車道が整備されておらず通行しづらい」が 30％、「歩行者や自転車の交通量が多

く通行しにくい」が 24％と続いている。この２項目については、南草津駅と比べて問題と感じる方

の割合が高い。「自動車が混雑している」は 20％であり、雨天時の 2/3 程度の割合である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-21 草津駅のアクセス交通に関する問題点 

 

○ 歩行者や自転車の交通量が多く通行しにくい 

草津駅西口ロータリーとその周辺（A スクエア東側や草津駅下笠線）で通行しにくいとの指摘が多

い。草津駅東側は西側と比べて、指摘件数が少ない。 
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○ 段差があり、徒歩や自転車での通行がしづらい 

草津駅西口ロータリー出口の交差点にかかる南北の道路において通行しにくいとの指摘が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 歩道や自転車道が整備されておらず通行しづらい、自動車が危険に感じる 

草津駅西口ロータリー出口の交差点を中心とした範囲や下笠大路井線、草津駅東口の北中町商店街

内や草津停車場線、アーバンホテル草津前等で指摘が多い。 
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○ 歩行者からみて信号のタイミングが悪い※ 

草津停車場線の若竹町交差点での指摘が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自動車からみて信号のタイミングが悪い※ 

具体的な箇所に対する指摘は少ない。 
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○ 自動車が混雑している 

草津駅西側では、ロータリー内の指摘が多い。東側では、草津停車場線等の国道１号以西の区間で

指摘が目立つ。国道１号に近づくほど指摘件数が多くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 雨の日の自動車の混雑が激しい 

草津駅西口ロータリーの指摘が非常に多い。東側では、本日（晴天）と同様に草津停車場線の国道

１号以西の区間で指摘が目立つ。 
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○ 駐停車の自動車が多く、通行の邪魔になる 

東西のロータリーとその周辺部に対する指摘が多い。 
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＜南草津駅＞ 

南草津駅のアクセス交通に関する問題点は、「雨の日の自動車の混雑が激しい」が 36％と最も多く、

次いで「自動車が混雑している」が 25％となっている。草津駅と比べて、その割合は高い。一方で、

歩行者に関する項目については草津駅よりも低い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-22 南草津駅のアクセス交通に関する問題点 

 

 

○ 歩行者や自転車の交通量が多く通行しにくい 

南草津駅東口交差点から国道１号野路南交差点の区間が特に通行しにくいとの指摘が多かった。つ

いで、南草津駅口交差点北側区間の指摘が多い。 
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○ 段差があり、徒歩や自転車での通行がしづらい 

具体的な箇所に対する指摘は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 歩道や自転車道が整備されておらず通行しづらい、自動車が危険に感じる 

国道１号南田山交差点西側の十禅寺川沿いの市道に対する指摘が多い。 
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○ 歩行者からみて信号のタイミングが悪い※ 

南草津駅東口交差点を問題視する回答が多い。ついで、国道１号野路南交差点に対する指摘が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自動車からみて信号のタイミングが悪い※ 

南草津駅東口交差点と南草津駅口交差点に対する指摘が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ：交差点の指摘箇所（3 件以上を表示） 

 

 ※（注）信号時間については、安全性確保のために時間調整をしており、調整不足を指しているも

のではない。 
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○ 自動車が混雑している 

南草津駅東口ロータリーから国道１号野路町交差点、国道１号野路南交差点にかけての道路が混雑

しているとの指摘が多い。また、南草津駅を挟む南北にある JR びわこ線のアンダー部分も混雑して

いるとの指摘が多い。全体的に、指摘箇所は駅の東側に偏っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 雨の日の自動車の混雑が激しい 

上記と同様の傾向にあるが、指摘の件数は大幅に増加している。また、混雑の指摘区間は西口ロー

タリーとその周辺にも及んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ：交差点の指摘箇所（3 件以上を表示） 
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○ 駐停車の自動車が多く、通行の邪魔になる 

駅東側は南草津駅東口ロータリーおよび東口交差点から南草津駅口交差点にかけての区間、また駅

西側は西口ロータリーが問題だとの指摘が多い。 
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2-2-3 駅アクセスにおける自動車の利用意向について 

(1) 他の交通手段の利用可能性 

＜草津駅＞ 

自動車利用者の他の交通手段の利用可能性は、7 割が可能と答えている。 

利用可能な交通手段は、「路線バス」が 56％と最も多く、「利用できる」と回答した人の過半数が

選択している。次いで「自転車」が 46％、「徒歩」が 43％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜南草津駅＞ 

自動車利用者の他の交通手段の利用可能性は、7 割が可能と答えている。 

利用可能な交通手段は、「路線バス」が 53％と最も多く、「利用できる」と回答した人の過半数が

選択している。次いで「徒歩」が 51％、「自転車」が 40％となっている。 
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22%

利用
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71%

不明
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他の交通手段の利用可能性（草津駅）
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(2) 自動車を利用する理由 

＜草津駅＞ 

草津駅利用者が自動車を利用する理由は、「バスの運行本数、ダイヤが合わない」が 56％と最も多

く、次いで「雨に濡れる」が 48％、「帰りのバスがない、時間が合わない」が 34％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-23 草津駅利用者の自動車利用の理由 

 

 

表 2-6 草津駅の出発地別の自動車利用の理由 
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自転車、原付・バイクを預ける場所がない

バスの運行本数、ダイヤが合わない

バス路線が遠い

帰りのバスがない、時間が合わない

バス料金が高い

バスだと座れない

バス車内が混んでいる

その他

市名 中学校区名

徒歩や自転
車だと危険
である

自転車や徒
歩だと雨に
濡れる

自転車、原
付き・バイク
を預ける場
所がない

バスの運行
本数が少な
い、ダイヤが
合わない

バス路線が
近くを走って
いない

帰りのバス
の便が無
い、時間が
合わない

バスの料金
が高い

バスだと座
れない

バス車内が
混んでいる

その他

高穂中学校区 1 6 1 4 3 2 1 0 0 3
草津中学校区 1 12 0 9 2 5 1 0 1 5
老上中学校区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
玉川中学校区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
松原中学校区 6 30 2 38 15 18 7 2 0 10
新堂中学校区 5 22 1 25 9 15 5 0 0 8
中学校区不明 0 3 1 1 1 2 1 0 0 3
栗東中学校区 1 3 0 4 1 2 1 0 1 1
葉山中学校区 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0
栗東西中学校区 0 6 2 7 5 5 1 0 1 3
中学校区不明 2 1 0 4 1 4 3 0 0 3

草津市

栗東市
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＜南草津駅＞ 

南草津駅利用者が自動車を利用する理由は、「バスの運行本数、ダイヤが合わない」が 43％と最も

多く、次いで「雨に濡れる」が 39％、「帰りのバスがない、時間が合わない」が 27％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-24 南草津駅利用者の自動車利用の理由 

 

 

表 2-7 南草津駅の出発地別の自動車利用の理由 
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徒歩や自転
車だと危険
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濡れる

自転車、原
付き・バイク
を預ける場
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バスの運行
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い、ダイヤが
合わない

バス路線が
近くを走って
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帰りのバス
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バス車内が
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高穂中学校区 2 12 1 7 6 3 5 1 4 8
草津中学校区 0 3 2 2 1 1 1 0 0 0
老上中学校区 1 17 3 24 5 14 6 0 0 6
玉川中学校区 1 5 0 6 1 5 0 0 0 5
松原中学校区 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
新堂中学校区 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0
中学校区不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

草津市
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(3) 他の交通手段の転換可能性 

＜草津駅＞ 

他の交通手段を利用する可能性については、晴天時、雨天時ともに「利用するかもしれない」「必

ず利用する」が多く、晴天時では 71％が自動車以外の交通手段に転換する可能性があると回答して

いる。ただし、雨天時については、59％に低下しており、やはり「自動車を利用する」との回答が

29％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-25 草津駅利用者の自動車以外の交通手段への転換可能性 

 

 

表 2-8 草津駅の出発地別の自動車以外の交通手段への転換可能性 
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草津中学校区 7 10 1 6 9 6
老上中学校区 0 0 0 0 0 0
玉川中学校区 0 0 0 0 0 0
松原中学校区 8 33 9 13 24 15
新堂中学校区 11 19 2 10 16 9
中学校区不明 3 4 1 0 3 5
栗東中学校区 2 2 1 2 0 3
葉山中学校区 1 0 0 1 0 0
栗東西中学校区 3 5 1 0 6 4
中学校区不明 2 1 5 1 2 5

②雨の日

草津市

栗東市

市名 中学校区名

①晴れの日
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＜南草津駅＞ 

他の交通手段への転換可能性は、晴天時、雨天時ともに「利用するかもしれない」「必ず利用する」

が多く、晴天時では 68％、雨天時では 64％が自動車以外の交通手段に転換する可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-26 南草津駅利用者の自動車以外の交通手段への転換可能性 

 

 

表 2-9 南草津駅の出発地別の自動車以外の交通手段への転換可能性 
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草津中学校区 0 4 0 1 3 0
老上中学校区 11 18 3 7 18 9
玉川中学校区 5 3 3 3 5 4
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中学校区不明 0 0 0 0 0 0
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市名 中学校区名
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(4) 駅利用規制時の自動車利用 

＜草津駅＞ 

駅利用規制時の自動車利用については、東側規制では「影響なし、今まで通り自動車利用」が 43％

と最も多く、「手前で下車し、駅まで歩く」が 22％となっている。 

西側規制では「手前で下車し、駅まで歩く」が 45％と最も多く、次いで「影響なし、今まで通り

自動車利用」が 23％と続いている。 

また、両側とも「反対側ロータリーを利用」は 11～12％程度である。 

東側、西側の両方規制では「手前で下車し、駅まで歩く」が 49％、「影響なし、今まで通り自動車

利用」が 17％である。 

「自動車利用をやめる」は非常に少なく、駅前広場での規制を実施するだけでは周辺道路の混雑緩

和は難しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-27 草津駅利用者の駅利用規制時の自動車利用 

表 2-10 草津駅の出発地別の駅利用規制時の自動車利用 
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草津市
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＜南草津駅＞ 

南草津駅でも、「影響なし、今まで通り自動車利用」が最も多いが、草津駅に比べて「反対側ロー

タリーを利用」が東西どちらも多い。駅の反対側へ向かうアクセス道路の確保の課題もあるものの、

草津駅よりは遠回り感が小さいことが理由として考えられる。「手前で下車し、駅まで歩く」が西側

で 29％、東側で 22％となっている。なお、草津駅同様に「自動車利用をやめる」の回答割合は非常

に小さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-28 南草津駅利用者の駅利用規制時の自動車利用 

 

表 2-11 南草津駅の出発地別の駅利用規制時の自動車利用 
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2-3 パーソントリップ調査データ分析 

2-3-1 検討概要 

人の１日の動き（出発地や目的地、交通手段、行動時刻、移動目的）について、近畿圏を対象に

調査をした近畿圏パーソントリップ調査の平成 22 年（第５回調査）の調査結果を集計・分析し、

草津市に関連する移動実態や利用交通手段の特性を把握する。 

集計・分析する項目は以下のとおりとする。 

 

○地域間の交通等の実態 

 草津市と他地域間の移動状況 

 移動目的の構成 

 代表交通手段の構成 

 駅への交通手段の構成 

○草津市内の交通等の実態 

 世帯数および人口 

 移動における代表交通手段 

 自動車保有台数 

 駅利用の交通手段 
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2-3-2 地域間の交通等の実態 

(1) 草津市と他地域間の移動状況 

1) 地域間の移動状況 

草津市を発着とする地域間の移動状況を分析した。草津市を発着とする移動のうち、草津市内で

の移動は 41％と最も多い。また、市外への移動状況をみると、滋賀県内では大津地域や南部地域へ

の移動が各々18％、15％と多く、京都府への移動も 10％と多いことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-29 地域間の移動状況 
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2) 自動車の地域間の移動状況 

草津市を発着とする移動のうち代表交通手段が自動車である移動について、地域間の移動状況を

分析した。草津市を発着とする自動車での移動のうち、草津市内での移動は 37％と最も多い。また、

市外への移動状況をみると、滋賀県内である大津地域や南部地域への移動が各々24％、21％と多く、

京都や大阪・兵庫・西日本といった京阪神方面への移動は各々4％、1％と少ないことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-30 自動車の地域間の移動状況（自動車） 
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3) 鉄道の地域間の移動状況 

草津市を発着とする移動のうち代表交通手段が鉄道である移動について、地域間の移動状況を分

析した。草津市を発着とする鉄道での移動のうち、草津市内での移動は 3％と低い。また、市外へ

の移動状況をみると、京都では 34％、大阪・兵庫・西日本では 22％と多く、自動車とは反対に京

阪神方面への移動が多いことがわかる。滋賀県内では、JR 湖西線や京阪石山坂本線が運行している

大津地域には 16％と一定の利用は存在するが、その他の地域への移動は少ないことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-31 鉄道の地域間の移動状況 
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4) バスの地域間の移動状況 

草津市を発着とする移動のうち代表交通手段がバスである移動について、地域間の移動状況を分

析した。草津市を発着とするバスでの移動のうち、草津市内での移動は 42％と最も多く、自動車と

同じ傾向である。また、市外への移動状況をみると、滋賀県内である大津地域や南部地域への移動

が各々20％、11％と多く、京都府（13％）や大阪・兵庫・西日本（7％）への移動もあることがわ

かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-32 バスの地域間の移動状況 
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(2) 移動目的の構成 

草津市および滋賀県内の地域ごとに移動目的の構成を分析した。滋賀県内では自由もしくは帰宅

の割合が高いが、草津市では出勤の割合が最も高く、次いで帰宅の割合が高くなっている。草津市

は大津地域や他南部地域の構成とは異なり、東近江地域と概ね同じ構成である。これは、東近江地

域と同様に、草津市において工場等の立地が多いことが原因と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

草津市                 大津地域                 他南部地域 
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湖北地域                高島地域 

資料：H22 パーソントリップ調査 

図 2-33 移動目的 
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(3) 代表交通手段の構成 

草津市および滋賀県内の地域ごとに代表交通手段の構成を分析した。滋賀県内ではどの地域でも

自動車の割合が高く、約 5 割～7 割合を占める。草津市や大津地域、他南部地域といった滋賀県の

南側に位置する地域は比較的自動車の割合は低く、鉄道や自転車、徒歩の割合が各々約 1 割～2 割、

となっている。 
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湖北地域                高島地域 

資料：H22 パーソントリップ調査 

図 2-34 代表交通手段 
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(4) 駅への交通手段の構成 

滋賀県内の米原駅以南のＪＲ駅に着目して、各駅へのアクセス・イグレスとして利用している代

表交通手段を整理した。米原駅以南の駅は 18 駅存在するが、どの駅においても徒歩でのアクセス・

イグレスの割合が高い。次に、滋賀県全体の傾向として、自動車や自転車の割合が高い。滋賀県南

部に位置する草津駅では、徒歩、自転車の順に割合が高いが、南草津駅では徒歩、バス、自転車の

順であり、バスの割合が滋賀県内でも高いことが特徴である。また、南草津駅では滋賀県内の他駅

と比較しても徒歩の割合は低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H22 パーソントリップ調査 

図 2-35 ＪＲ各駅への交通手段 
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2-3-3 草津市内の交通等の実態 

(1) 世帯数および人口 

草津市の人口は平成 2 年以降増加傾向にあり、平成 27 年においても世帯数、人口ともに増加し

ている。平成 27 年は平成 22 年と比較して約 5％の増加である。 

草津市の高齢化率は、滋賀県全体に対して低い傾向にあるが、平成 2 年を基準にした伸びをみる

と、平成 17 年以降は滋賀県全体以上に伸びており、高齢化率が徐々に滋賀県全体に近づく傾向に

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

図 2-36 草津市の世帯数および人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

図 2-37 高齢化率と高齢化率の伸び 
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(2) 移動における代表交通手段 

草津市の代表交通手段割合をみると自動車が最も高く、48.0％となっている。滋賀県全体では

58.9％と自動車に依存した地域であるものの、草津市は比較的自動車の割合は少ない地域と言える。 
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資料：H22 パーソントリップ調査 

図 2-38 移動における代表交通手段 
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(3) 自動車保有台数 

平成 22 年度を基準にした自動車保有台数の伸びを滋賀県全体と比較した。滋賀県全体および草

津市ともに自動車保有台数は伸びているが、その伸び率は草津市の方が若干高い。 

1 世帯あたりの自動車保有台数に着目すると、滋賀県全体と比較して草津市は少なく、平成 27 年

度で1.21台/世帯となっている。平成22年度を基準にした1世帯あたりの自動車保有台数の伸びは、

滋賀県全体と同じ傾向であり、減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：滋賀県統計書 

図 2-39 自動車保有台数の伸び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：滋賀県統計書 

図 2-40 1 世帯あたりの自動車保有台数 
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(4) 駅利用の交通手段 

草津駅は滋賀県全体（滋賀県内の米原駅以南のＪＲ駅の合計）と比べて、徒歩や自転車の分担率

が高い。徒歩は 55％と半数以上となっている。一方で、バスや自動車の割合が低い。 

南草津駅は県体や草津駅と比べて、バスの割合が非常に高い。一方で、徒歩と自動車の割合が低

い。バスの割合が高いのは、立命館大学への通学や周辺企業への通勤におけるバス利用者数が多い

ことが考えられる。 

草津駅・南草津駅ともに自動車の割合が県平均よりも低いが、駅の利用者数自体が非常に多いた

め、駅を利用する自動車の利用台数も多くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H22 パーソントリップ調査 

図 2-41 駅利用の交通手段 
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2-4 現地調査 

2-4-1 調査概要 

対象地域である草津駅と南草津駅の周辺の土地利用や道路網の状況を現地調査等により確認す

る。改善対策案を検討する際のコントロールポイントやシミュレーションの前提条件に用いる。 

調査する項目は以下のとおりとする。 

 

 駐車場の位置 

 主な土地利用状況 

 主要渋滞箇所 

 

(1) 駐車場の位置 

1) ＪＲ草津駅周辺の駐車場 

ＪＲ草津駅周辺には下表に示すとおり、19 箇所の駐車場が存在する。 

 

表 2-12 ＪＲ草津駅周辺の自動車駐車場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 駐車場名 台数（台） 備考

1 タイムズクサツエストピアホテル第1 85
2 タイムズJR草津駅前第5 64 業務用スーパ駐車場
3 丸十モータープール草津駅西口 約100（コイン：36） 関西アーバン銀行+コインパーキング
4 タイムズJR草津駅前第3 161
5 タイムズクサツエストピアホテル第2 48
6 JR草津駅東 8
7 タイムズJR草津駅前第2 8
8 タイムズJR草津駅前第4 6
9 サカイ草津パーキング 約30

10 約30 近辺のお店用+コインパーキング
11 MID草津タワーパーキング 約20
12 草津駅前（東口）地下駐車場 151
13 草津駅前（西口）地下駐車場 77
14 約30 月極+コインパーキング
15 渋川南パーキング 約20
16 タイムズＪＲ草津駅前第8 3
17 タイムズＪＲ草津駅前第6 12
18 タイムズＪＲ草津駅前第7 14
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：調査対象範囲道路網 

図 2-42 ＪＲ草津駅周辺の駐車場の位置 

 

 

2) ＪＲ南草津駅周辺の駐車場 

ＪＲ南草津駅周辺には下表に示すとおり、11 箇所の駐車場が存在する。 

 

表 2-13 ＪＲ南草津駅周辺の自動車駐車場 
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⑥ 
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⑩ 

⑪ ⑫ 

⑧ 
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⑰ 

番号 駐車場名 台数（台） 備考

1 タイムズ滋賀銀行南草津駅前支店 13
2 リパーク南草津駅前第2 25
3 リパ－ク南草津駅前第5 5
4 リパ－ク南草津駅前第4 19
5 リパ－クワイド南草津駅前第3 32
6 リパ－ク南草津駅前 23（コイン：6） 月極+コインパーキング
7 タイムズ南草津駅東口 25
8 タイムズグンゼスポ－ツ南草津第２ 37
9 タイムズグンゼスポ－ツ南草津 101

10 トラストパーク南草津2丁目 36
11 南草津駅自転車自動車駐車場 330
12 タイムズ南草津駅前第５ 23
13 タイムズ南草津駅前ラフラ館 26
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：調査対象範囲道路網 

図 2-43 ＪＲ南草津駅周辺の駐車場の位置 
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(2) 主な土地利用状況 

草津市の主な土地利用状況として、人口集中地区（DID 地区）、用途地域、土地利用を整理した。 

 

1) 人口集中地区（DID 地区） 

草津市においては、JR 草津駅および国道 1 号沿線を中心に人口集中地区（DID 地区）が広がって

いる。また、JR 草津駅から琵琶湖へ伸びている（県）下笠大路井線や JR 南草津駅から山側へ伸び

ている（主）平野草津線の沿線地域にも人口集中地区（DID 地区）が広がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 22 年国勢調査（国土数値情報の人口集中地区データ） 

図 2-44 草津市における人口集中地区（DID 地区） 

：人口集中地区 

（DID 地区） 

JR 草津駅 

JR 南草津駅
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2) 用途地域 

JR 草津駅・JR 南草津駅と国道 1 号に囲まれた地域は、近隣商業地域や商業地域であり、JR 東海

道新幹線沿線や山側の地域は、工業系の用途地域が多い。また、（主）草津守山線より琵琶湖側は

市街化調整区域が大半を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H23.4 時点の都市計画総括図（国土数値情報の用途地域データ） 
図 2-45 草津市における用途地域 

凡例

工業専用地域

工業地域

準工業地域

準住居地域

近隣商業地域

商業地域

第一種住居地域

第一種中高層住居専用地域

第一種低層住居専用地域

第二種住居地域

第二種中高層住居専用地域

第二種低層住居専用地域

JR 草津駅 

JR 南草津駅
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3) 土地利用 

JR 草津駅・JR 南草津駅と国道 1 号に囲まれた地域では低層建物が多く、JR 東海道新幹線沿線や

山側の地域は工場が散見できる。また、（主）草津守山線より琵琶湖側は市街化調整区域が多いこ

ともあり、田やそのほかの農用地が広がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H26 国土地理院数値地図（国土数値情報の土地利用 3 次メッシュデータ） 
図 2-46 草津市における土地利用 

凡例

田

そのほかの農用地

森林

荒地

高層建物

工場

低層建物

低層建物（密集地）

道路

鉄道

公共施設等用地

空地

公園・緑地

河川地及び湖沼

海浜

ゴルフ場

JR 草津駅 

JR 南草津駅
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(3) 主要渋滞箇所 

滋賀県渋滞対策協議会では、（主）草津守山線と JR 東海道新幹線に囲まれた地域を「草津エリア」

として面的に渋滞している箇所に選定している。区間での主要渋滞箇所は、国道 1 号で大路三丁目

～南田山の区間や（主）草津守山線、（県）山田草津線、（主）大津草津線、（主）平野草津線の一

部区間が指定されている。また、個別の渋滞交差点として、本業務で検討する JR 草津駅や JR 南草

津駅周辺では、大路三丁目交差点や野路町交差点、南田山交差点が指定されており、国道 1 号での

主要渋滞箇所が目立つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：滋賀県渋滞対策協議会（H25.1） 
図 2-47 草津市における主要渋滞箇所 
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2-5 既往計画等の確認調査 

2-5-1 調査概要 

草津市の交通政策に関連する計画についてレビューを行い、改善対策案の検討の方向性との整合

を図る。また、南草津駅周辺で開発が予定されている南草津プリムタウンの土地区画整理事業に関

する情報も入手し、将来における影響を踏まえて改善対策案に反映する。 

草津市では下記の上位計画または関連計画が策定されている。 

 

①第 5 次草津市総合計画（平成 21 年度策定） 

②草津市都市計画マスタープラン（平成 17 年度策定） 

③草津市都市交通マスタープラン（平成 25 年度策定） 

④草津市総合交通戦略（平成 25 年度策定） 

⑤草津市中心市街地活性化基本計画（平成 25 年度策定） 

⑥大津湖南都市計画 南草津プリムタウン土地区画整理事業（平成 27 年度） 

 

上記のうち、策定年度が古い②を除く上位計画および関連計画についてレビューを行う。また、

①～④の位置付けは、次のとおりとなっている。 
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出典：草津市都市交通マスタープラン 

図 2-48 草津市における関連計画の位置付け 
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2-5-2 第 5 次草津市総合計画 

(1) 計画期間 

草津市のまちづくりの基本となる第 5 次草津市総合計画は、基本構想に基づき第 1 期～第 3 期に

分けて基本計画を策定しており、第 2 期基本計画が平成 28 年度で終了し、平成 29 年度から 4 年間

（平成 32 年度まで）の第 3 期基本計画を現在検討中である。 

 

 

 

 

 

 

図 2-49 第 5 次草津市総合計画について 

 

(2) 将来ビジョン 

草津市の将来ビジョンを「将来に描くまちの姿」と将来人口とまちの構造による「基本フレーム」

を持って示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来に描くまちの姿： 

「出会いが織りなすふるさと“元気”と“うるおい”のあるまち 草津」 

 

基本フレーム： 

○将来人口 平成３２年 １３５，０００人 

○まちの構造 

３つのゾーン（まちなかゾーン、文化・交流ゾーン、共生ゾーン） 

３つの都市拠点（にぎわい拠点、学術・福祉拠点、湖岸共生拠点） 

３つの環状道路（ひがし環状道路、にし環状道路、まちなか環状道路） 

うるおいネットワーク（緑のみち、水のみち、歴史のみち） 
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出典：第 5 次草津市総合計画 

図 2-50 第 5 次草津市総合計画で示しているまちの構造 
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(3) まちづくりの基本方向 

行政分野の各施策の主要な取り組みの方向を含み、4 つの基本方向を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：第 5 次草津市総合計画 

「人」が輝くまちへ： 

○出会いとふれあいの豊かさによって、人々が互いを尊重しあう人権文化が花

開くまちをつくっていきます。 

○また、誰もが生涯を通じて楽しく学び、生きがいを持ち、市民文化を守り育

みながら、それぞれの個性を生かして輝いていけるまちをつくっていきま

す。 

（人権、男女共同参画、教育・青少年、生涯学習・スポーツ、市民文化） 

 

「安心」が得られるまちへ： 

○地域における自助・共助・公助の役割分担と相互連携のもと、幼少期から高

齢期まで、障害のある人もない人も誰もが等しく、生命と健康と暮らしが守

られるまちをつくっていきます。 

○また、災害に強く、事故や犯罪のない、安心して生き生きと生活できるまち

をつくっていきます。 

（子ども・子育て、長寿・生きがい、障害福祉、地域福祉、健康・保険、生活

安心、防犯防災） 

 

「心地よさ」が感じられるまちへ： 

○琵琶湖をはじめとした自然環境に、人々の様々な活動が調和する持続可能な

まちをつくっていきます。 

○そして、草津に暮らす人々や、草津を訪れる人々にとって、ぬくもりや季節

の移り変わり、心地よさがいつも感じられるまちをつくっていきます。 

（うるおい・景観、環境、住宅・住生活、上下水道、道路・交通） 

 

「活気」があふれるまちへ： 

○農業や商工業、観光などの振興を図り、市内外の多様な結びつきを創出して、

地域産業の全体の活力を高めていきます。 

○また、地域コミュニティ活動、多岐にわたるテーマに応じた市民活動の活発

化を促進し、地域に暮らし働くなかに、人・物・情報・技術の多様な交流を

導いて、市全体から活気があふれ広がるまちをつくっていきます。 

（農林水産、商工観光、コミュニティ・市民自治、情報・交流） 
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(4) 行政の姿勢と役割 

市民とともに描いた基本構想を実現していくため、行政は、地域の社会資源・財源を有効に活用

し、市民ニーズを的確に捉えた公共サービスを提供する「地域経営」へと自ら大きく転換を図る必

要がある。 

また、市民一人ひとりのまちへの関わりや、地域単位・テーマ単位など様々な市民活動の展開に

より、協働の礎（いしずえ）をさらに確かなものとしていかなければならない。 

こうしたことを踏まえて、本市では以下の２点を示し、基本構想に基づくまちづくりに向かうこ

ととしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：第 5 次草津市総合計画 

 

地域経営への転換： 

○持続可能で確かな地域経営を行うため、市民にわかりやすく、市民ニーズを

踏まえた適切な行財政マネジメント（運営管理）を行います。 

○併せて、行政自らの政策形成・遂行能力の向上に努め、事業の効率化と広域

連携の推進に努めます。 

 

協働のまちづくりの基盤強化： 

○参加から協働へとつながるわかりやすい仕組みをつくることによって、市民

のまちづくりに関わる意識を高め、市民による様々な活動がいっそう展開さ

れるよう取り組みます。 

○とりわけ地域コミュニティによる活動については、その活動が自立したもの

となることを重視した支援を図っていきます。 
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2-5-3 草津市都市交通マスタープラン 

(1) 目的 

草津市では、草津市都市交通マスタープランを作成することで、交通施策とまちづくりが一体と

なって、自動車への過度な依存から公共交通中心へのライフスタイルへの転換、人口減少・超高齢

社会に対応した交通環境の整備や徒歩、自転車と公共交通を軸とした集約型都市構造の実現を目指

している。 

また、草津市都市交通マスタープランにあわせて、草津市総合交通戦略を策定することで、ＪＲ

駅での乗り換えの円滑化や路線バス・コミュニティバス（まめバス、草津・栗東くるっとバス）の

利用環境の改善、自転車走行空間・歩行空間の整備、新交通システムの導入など、都市交通マスタ

ープランに定められた目指すべきまちの姿の実現に向けた戦略施策を推進する。 

 

(2) 基本理念・基本方針 

草津市における都市交通課題と上位計画および関連計画等を踏まえると、全ての市民のゆとりあ

る生活の形成（“うるおい”、“自然との共生”）と、都市の持続的な発展の実現（“元気”、活力”）

を両立したまちが将来像として相応しいと考えられる。このことから、草津市における交通まちづ

くりの基本理念については、以下と定めている。 

 

 

 

 

また、基本方針として、草津市における都市交通課題と上位計画および関連計画等を踏まえると、

多様な市民ニーズ（＝人）、地球全体からのニーズ（＝環境）、さらには、都市としてのニーズ（＝

地域）をかなえるため、人、環境、地域の３つの観点から、交通まちづくりの充実を図ることとし

ている。 

 

 

 

 

 

 

交通まちづくりの基本理念： 

「誰もがいつでも安心して移動できる持続可能な交通まちづくりの実現」 

交通まちづくりの基本方針： 

「人にやさしい交通まちづくりの実現」 

「環境にやさしい交通まちづくりの実現」 

「地域を維持・活性化する交通まちづくりの実現」 
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(3) 目指すべき都市交通体系 

山手幹線の未整備区間や主要な東西方向のネットワークとなる平野南笠線の整備促進など、国・

県と調整を行いながら、今後も一層の交通機能の強化を図り、近隣都市だけではなく、京阪神、中

京地域をはじめとする広域的な連携も進めながら、通過交通の適正な分担ならびに集客性の向上を

図ることが必要である。また、今後は、市内ネットワークの円滑化を図る視点から、道路環境の整

備、自転車ネットワークの構築、新交通システムの導入など、様々な施策の組み合わせにより、誰

もがいつでも安心に移動できるまちづくりを進めることが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市都市交通マスタープラン 

図 2-51 広域的にみた将来の都市交通体系 
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出典：草津市都市交通マスタープラン 

図 2-52 草津市における将来の都市交通体系 
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(4) 都市交通マスタープランの基本施策 

都市交通マスタープランについては、草津市が抱える都市交通課題を解決し、目指すべき将来像

を実現するべく、交通まちづくりの基本方針に基づき、以下の基本施策を設定している。 

なお、基本方針と基本施策の方向性の関係については、各方向性と特に関係の深い基本方針を整

理している。 

 

表 2-14 基本方針と基本施策の方向性の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市都市交通マスタープラン 
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2-5-4 草津市総合交通戦略 

(1) 総合交通戦略の趣旨 

草津市都市交通マスタープランで示した草津市が目指すべき交通まちづくりの基本理念、基本方

針を達成するため、迅速かつ重点的に取り組む戦略施策についての計画を策定していく必要がある。

総合交通戦略では、交通まちづくりの基本理念、基本方針に加え、今後の交通まちづくりの道筋と

なる計画目標を掲げ、戦略施策の計画を整理している。 

 

(2) 総合交通戦略の概要 

草津市都市交通マスタープランの基本理念・基本方針に基づき、基本施策の実行プランを作成し

ている。なお、草津市都市交通マスタープランで導出した基本施策については、アンケートから得

られた市民ニーズや少子高齢社会の中で優先すべきもの、実現性や即効性が高いものを重点施策と

して、市全域および都市核となる草津駅を中心とした地域、南草津駅を中心とした地域に区分し、

戦略施策に盛り込んでいる。 
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表 2-15 基本政策の体系図（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市総合交通戦略 
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表 2-16 基本政策の体系図（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市総合交通戦略 
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2-5-5 草津市中心市街地活性化基本計画 

(1) 草津市の中心市街地について 

草津市は、琵琶湖を抱く滋賀県の南東部に位置し、大津市、栗東市、守山市の３市に隣接してお

り、南北に約 13.2 ㎞、東西に約 10.9 ㎞とやや南北方向に広く、総面積 48.22 ㎢のまちである（琵琶

湖を含めた市域全体の面積は 67.92 ㎢）。その中で、中心市街地は、JR 草津駅を中心とした 197ha

の区域を設定している。 

既存の商店街独自の事業による活性化だけでなく、大規模商業施設との連携も含んだ活性化に取

り組んでいくため、駅東エリアと本陣周辺エリアに加え、駅西エリアを含んだ小売業者が集積する

エリアによって区域設定を行っている。 

また、本市中心市街地の最大の特長は草津川跡地に隣接していることであり、草津市らしい活性

化に取り組むためにも今後進んでいく草津川跡地の事業とも連携した区域設定を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市中心市街地活性化基本計画 

図 2-53 草津市の中心市街地 
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〔本陣周辺エリア〕  草津一～四丁目 

〔駅東（大路）エリア〕 大路一～二丁目 

〔駅東（渋川）エリア〕 渋川一丁目、渋川二丁目の一部、若竹町 

〔駅西エリア〕 西渋川一丁目の一部、西大路町、野村一丁目の一部、野村二～三丁目、

野村六丁目の一部 

 

出典：草津市中心市街地活性化基本計画 

図 2-54 草津市の中心市街地区域図 
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(2) 目的 

草津市の社会、経済、文化の拠点であり、顔でもある中心市街地を、商業の活性化、草津川跡地

利用による新たな都市魅力の構築、歴史的まちなみ・資源の保存・活用、コミュニティの再構築に

より、市民が生き生きと輝き、安心して暮らすことができるコンパクトで賑わいのあるまちとする

ことを目指している。 

 

(3) 中心市街地活性化に重要な視点および目標 

草津市中心市街地活性化基本計画では、中心市街地の活性化を目指して、中心市街地活性化に重

要な３つの視点および目標を設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市中心市街地活性化基本計画 

 

中心市街地活性化に重要な視点： 

「“ふるさと草津の心”の醸成」 

（若年層やマンション居住者等のニーズへの対応） 

「まちの使いやすさの向上」 

（特に高齢化が進展している地域のニーズへの対応） 

「ホスピタリティの充実」 

（来訪者のニーズへの対応） 

中心市街地活性化の目標： 

○基本理念 

「“元気”と “うるおい”のある生活交流都市の創造」 

元気＝活力・にぎわい うるおい＝歴史文化・緑 

生活交流都市の創造＝暮らし・コミュニティ 

○戦略 

草津駅を中心とした三つのエリアと⼆つの軸の個性をいかし連携を図る 

○基本方針 

方針１：まちの強みをいかし、拠点形成とそのネットワーク化を図る 

方針２：草津の活力を生み出す新たな事業者を創出する都市環境の形成を図る 

方針３：「子ども」から「お年寄り」までの暮らしを支えるコミュニティや都市機能

の強化を図る 

○目標 

目標１：歩いて楽しい回遊性の高いまち 

目標２：個性的で魅力のある店舗が集積するまち 

目標３：幅広い世代が交流するまち 
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(4) 中心市街地活性化に向けての戦略と事業展開 

1) 中心市街地活性化に向けての戦略 

「草津駅を中心とした三つのエリアと⼆つの軸の個性をいかし連携を図る」 

草津川とＪＲ東海道線（琵琶湖線）により、それぞれ特長ある発展を遂げてきた三つのエリアを、

草津川跡地軸と歴史街道軸の再整備により結びつけ、まちなかの「ナカ」にある活力を、まちなか

全体に波及させるとともに、各エリアの特長をいかした空閑地の活用等を行うことで、都市の持つ

ポテンシャルを最大限に発揮した中心市街地活性化を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市中心市街地活性化基本計画 

図 2-55 草津市の中心市街地活性化に向けての戦略 

2) 中心市街地活性化に向けた事業展開 

中心市街地の活性化に向けて３つの目標を達成していくため、どのような事業展開を進めていく

のかを整理し、事業展開の概念図を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草津市中心市街地活性化基本計画 

図 2-56 草津市の中心市街地活性化に向けた事業展開 
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2-5-6 大津湖南都市計画 南草津プリムタウン土地区画整理事業 

(1) 事業概要 

南草津プリムタウン土地区画整理事業の事業概要は下記のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：南草津プリムタウン土地区画整理事業 事業計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-57 南草津プリムタウン土地区画整理事業 位置図 

土地区画整理事業の名称等： 

大津湖南都市計画 南草津プリムタウン土地区画整理事業 

 

施工者の名称： 

南草津プリムタウン土地区画整理組合 

施行地区の位置： 

本地区は、ＪＲ東海道本線南草津駅の南西 0.7km に位置し、東側はＪＲ東海道本線（Ｊ

Ｒ琵琶湖線）、西側は都市計画決定されている(都)大江霊仙寺線、北側、南側は既存集

落に挟まれた、面積約 32ha の区域 
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(2) 土地区画整理事業施行前後の地積および想定される戸数 

南草津プリムタウン土地区画整理事業の事業計画書によれば、地積は下表のとおりに変更され、

宅地と保留地を合わせた地積は約 215 千㎡となる計画である。事業計画書に計画戸数の記載はない

が、1 区画が 60 坪（1 坪=3.3 ㎡）の場合でも約 1,090 戸数の計画となり、想定戸数からみても大規

模な宅地開発であることが推測される。 

 

表 2-17 土地の種目別施行前後の対照表 

種目 
施行前 施行後 

地積（㎡） ％ 地積（㎡） ％ 

公共用地（地方公共団体所有地） 28,885.43 8.94 107,292.07 33.22

宅地 288,356.41 89.28 143,432.57 44.41

保留地※ － － 72,265.36 22.37

測量増減 5,748.16 1.78 － －

合計 322.990.00 100.00 322.990.00 100.00

※保留地は、集会所用地等を含む 

出典：南草津プリムタウン土地区画整理事業 事業計画書 
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第3章 交通実態調査 

3-1 交通実態調査の調査概要 

3-1-1 調査項目 

対象地域の交通問題の把握、課題の検討、改善対策案の検討、改善対策案実施時の効果検証など

の各種検討を行うための基礎資料となる利用交通に関する実態把握を行う。 

把握手法は「交通量調査」とし、対象地域内の交差点等で公共交通、自動車、自転車、歩行者の

交通量等を計測する。また、関連してロータリー内の所要時間、交通影響シミュレーションで用い

る信号現示および信号制御パラメータ（サイクル長、スプリット（各現示に割り当てられる時間）

等）の調査も実施する。 

 

表 3-1 交通実態調査の調査手法と調査項目 

調査手法 調査項目 

交通量観測調査 
 周辺道路の利用交通量（自動車、自転車、歩行

者） 等 

ロータリー通過所要時間調査  ロータリーの混雑状況・利用状況 等 

現地調査 
 東西ロータリーの現状の運用状況 

 駅周辺の道路網と交通規制、信号交差点の位置
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3-1-2 調査手法 

(1) 交通量観測調査 

調 査 箇 所：駅周辺交差点 

※ロータリー周辺およびエリアの出入り口、主要方向の交通量が把握できる箇所

を設定している。 

調 査 日：平日１日 ※実際は平成 28 年 11 月 28 日（月）に実施 

調査時間帯：午前 7時 00 分～午前 9 時 00 分までの 2時間※ 10 分単位で記録 

調 査 手 法：調査員による観測 

調 査 内 容：交差点方向別車種別（乗用車・タクシー・路線バス・その他バス・貨物車）交通

量、および自転車・歩行者交通量 

※バス・貨物車については大型・小型の区別を行う。 

そ の 他：写真撮影を行い、現場の状況を観察 

 

 

     調査対象範囲道路網        ：交通影響シミュレーション対象道路 

     交通量観測ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 ＪＲ草津駅周辺の交通量観測調査箇所（17 箇所） 
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     調査対象範囲道路網        ：交通影響シミュレーション対象道路 

     交通量観測ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 ＪＲ南草津駅周辺の交通量観測調査箇所（14 箇所） 

 

(2) ロータリー通過所要時間調査 

調 査 箇 所：草津駅・南草津駅の東西の駅ロータリー（計４箇所） 

調 査 日：平日１日 ※「（１）交通量観測調査」と同日同時間帯に実施 

調査時間帯：午前 7時 00 分～午前 9 時 00 分までの 2時間 

調 査 手 法：調査員による観測 

調 査 内 容：ロータリー内に進入してから退出するまでの所要時間 

調査対象車：ロータリー内に進入する自家用車のうち、同乗者を降ろし直後に発進する車両を

対象とする（乗車待ち車両や長時間滞留車両は対象外）。 

※草津駅東口ロータリーのタクシープールおよび一般車両用乗降スペースの利

用台数も計測 

 

(3) 現地調査 

調 査 内 容：以下の内容を現地調査等により確認する。 

・道路（単路・交差点）の幅員、車線構成、標識設置位置等の道路状況 

・交通量、走行状況、バス停、レーン、通学路指定等の交通状況 

・対象エリア内の全信号交差点の信号サイクル（（１）の調査時間帯） 
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3-2 交通実態調査の結果 

3-2-1 調査結果概要 

平成 28 年 11 月 28 日（月）の調査当日の概要（状況）を示す。 

調査当日は、一時少雨があり、風がやや強く肌寒さを感じる天候であった。 

 

＜草津駅＞ 

・草津駅から国道１号へ向かう方向で、国道大路交差点（E5）、草津駅口交差点（E8）を先

頭とする渋滞が確認された。また、国道大路交差点（E5）の西側の大路二丁目交差点（E4）

の北側でも渋滞が確認された。これらの地点では、時間帯によっては停滞していた。 

・草津駅ロータリー周辺は時間帯によってはバス、タクシー、一般車両が多くなるものの、

大きな混雑にまでは発展していない。 

 

＜南草津駅＞ 

・南草津駅東口ロータリーは、バス、タクシー、一般車両で多くなっていたが、大きな混雑

には発展しなかった。 

・野路町交差点（E1）を先頭に南草津駅口交差点（E2）まで渋滞が延伸する時間帯（8時台）

があり、ＪＲ高架下を通過した交通が南草津駅口交差点（E2）を左折できない場合が確認

された。 

・南草津駅から国道１号へ向かう方向で、南田山交差点（E7）を先頭とする渋滞が確認され

た。渋滞は最大でＪＲ高架下まで延伸していた。（8時台） 

・川の下交差点（W3）では、100m 以上の長い滞留長が確認されたが、渋滞には発展していな

い。 

 

なお、調査当日の調査時間帯において、GPS ロガーを車両に搭載して調査対象箇所を巡回してお

り、参考までにそのときの速度状況を次ページに示す。 
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図 3-3 調査当日午前 7 時台の草津駅周辺道路の走行速度（矢印が走行方向） 
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図 3-4 調査当日午前 7 時台の南草津駅周辺道路の走行速度（矢印が走行方向） 
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3-2-2 交通量観測調査結果 

平成 28 年 11 月 28 日（月）に実施した交通量観測調査結果の概要を示す。 
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図 3-5 ＪＲ草津駅周辺の交通量観測調査結果 

■《JR草津駅周辺》 交通量調査結果 〔2時間計交通量（7:00～9:00）〕 調査日 ： 平成28年11月28日（月）／晴れ

1,162

W1 仮称：西渋川１丁目交差点

W2 仮称：隧道西詰交差点

W4 仮称：草津駅西口ロータリー交差点

W5 仮称：草津駅西口交差点

W6 仮称：ユニハイム草津前交差点

E1 渋川東交差点

E2 小柿交差点

E3 大路交差点
E4 大路２交差点

E5 国道大路交差点

E8 草津駅口交差点

E6 仮称：草津駅東口ロータリー交差点

E7 仮称：地下道東口交差点

E9 仮称：ＴＯＷＥＲ１１１前交差点

E11 仮称：アーバンホテル草津前交差点

E10 仮称：草津第二小学校前交差点

数値 ： 2時間交通量（台/2h）
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図 3-6 ＪＲ南草津駅周辺の交通量観測調査結果 

■《JR南草津駅周辺》 交通量調査結果 〔2時間計交通量（7:00～9:00）〕 調査日 ： 平成28年11月28日（月）／晴れ

W3 川の下交差点

数値 ： 2時間交通量（台/2h）

W2 片原交差点

W6 仮称：ロマン楽器前交差点

W1 仮称：キリン堂前交差点

W4 仮称：南草津駅西口交差点 E4 仮称：南草津駅東口交差点

E2 南草津駅口交差点

E5 仮称：地下道東口交差点

E1 野路町交差点

E6 野路南交差点

E7 南田山交差点

W7 仮称：さわ公園前交差点

W5 仮称：地下道西口交差点
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3-2-3 ロータリー通過所要時間調査結果 

交通量観測調査結果と同様に、平成 28 年 11 月 28 日（月）の 7:00～9:00（2 時間）に実施したロ

ータリー通過所要時間調査結果を示す。 

 

(1) ＪＲ草津駅の東口ロータリー 

ＪＲ草津駅の東口ロータリーの通過所要時間は概ね 30～50 秒であり、目立った交通渋滞は発生

していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-7 ＪＲ草津駅の東口ロータリーにおける通過所要時間 

・通過所要時間別台数

台数

0分 0～ 9秒 0

10～19秒 0

20～29秒 5

30～39秒 29

40～49秒 24

50～59秒 9

1分 0～ 9秒 2

10～19秒 2

20～29秒 3

30～39秒 0

40～49秒 0

50～59秒 0

2分 以上 1

75

0分47秒

計測方向図

平均所要時間

計

所要時間

草津駅

東口

①

②

③

④

0 0 

5 

29 

24 

9 

2 2 
3 

0 0 0 
1 

0

5

10

15

20

25

30

35

0～ 9秒 10～19秒 20～29秒 30～39秒 40～49秒 50～59秒 0～ 9秒 10～19秒 20～29秒 30～39秒 40～49秒 50～59秒 以上

0分 1分 2分

台数(台)

調査日：平成 28 年 11 月 28 日（月）／晴れ一時雨 
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(2) ＪＲ草津駅の西口ロータリー 

ＪＲ草津駅の西口ロータリーの通過所要時間は概ね 30～50 秒が多く、東口ロータリーと同様に

目立った交通渋滞は発生していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-8 ＪＲ草津駅の西口ロータリーにおける通過所要時間 

 

0 0 
1 

27 

33 

11 

5 

7 

0 0 0 0 

2 

0

5

10

15

20

25

30

35

0～ 9秒 10～19秒 20～29秒 30～39秒 40～49秒 50～59秒 0～ 9秒 10～19秒 20～29秒 30～39秒 40～49秒 50～59秒 以上

0分 1分 2分

台数(台)

・通過所要時間別台数

台数

0分 0～ 9秒 0

10～19秒 0

20～29秒 1

30～39秒 27

40～49秒 33

50～59秒 11

1分 0～ 9秒 5

10～19秒 7

20～29秒 0

30～39秒 0

40～49秒 0

50～59秒 0

2分 以上 2

86

0分49秒

計測方向図

所要時間

計

平均所要時間

草津駅

西口

①
②

③

調査日：平成 28 年 11 月 28 日（月）／晴れ一時雨 
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(3) ＪＲ南草津駅の東口ロータリー 

ＪＲ南草津駅の東口ロータリーの通過所要時間は概ね 1 分～1 分 20 秒であり、ＪＲ草津駅と比較

して若干通過所要時間が長いものの、目立った交通渋滞は発生していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-9 ＪＲ南草津駅の東口ロータリーにおける通過所要時間 
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(4) ＪＲ南草津駅の西口ロータリー 

ＪＲ南草津駅の西口ロータリーの通過所要時間は概ね 20～40 秒が多く、ＪＲ草津駅およびＪＲ

南草津駅のロータリーの中で、最も短い。また、他のロータリーと同様に目立った交通渋滞は発生

していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-10 ＪＲ南草津駅の西口ロータリーにおける通過所要時間 
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(5) ＪＲ草津駅東口ロータリーのタクシープールおよび一般車両用乗降スペース 

ＪＲ草津駅の東口ロータリーにあるタクシープールおよび一般車両用乗降スペースの利用につ

いて、タクシー車両は常時 5 台前後の駐車が確認さているが、一般車両の利用は少ない。 

 

表 3-2 ＪＲ草津駅東口ロータリーのタクシープールおよび一般車両用乗降スペースの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-11 ＪＲ草津駅東口ロータリーのタクシープールおよび一般車両用乗降スペースの利用状況 

 

入場 出場 滞留台数

タクシー 一般車 計 タクシー 一般車 計 タクシー 一般車 計

事前台数 - - - - - - 5 2 7

 7:00～ 7:05 0 1 1 1 1 2 4 2 6

 7:05～ 7:10 1 0 1 1 0 1 4 2 6

 7:10～ 7:15 2 1 3 1 1 2 5 2 7

 7:15～ 7:20 0 0 0 1 0 1 4 2 6

 7:20～ 7:25 2 0 2 0 0 0 6 2 8

 7:25～ 7:30 0 0 0 3 0 3 3 2 5

 7:30～ 7:35 1 0 1 1 0 1 3 2 5

 7:35～ 7:40 1 1 2 0 0 0 4 3 7

 7:40～ 7:45 1 0 1 2 1 3 3 2 5

 7:45～ 7:50 3 0 3 0 0 0 6 2 8

 7:50～ 7:55 2 0 2 1 0 1 7 2 9

 7:55～ 8:00 0 1 1 2 0 2 5 3 8

 8:00～ 8:05 0 0 0 1 0 1 4 3 7

 8:05～ 8:10 0 0 0 1 0 1 3 3 6

 8:10～ 8:15 1 0 1 1 0 1 3 3 6

 8:15～ 8:20 1 0 1 2 0 2 2 3 5

 8:20～ 8:25 1 0 1 0 0 0 3 3 6

 8:25～ 8:30 4 1 5 0 0 0 7 4 11

 8:30～ 8:35 1 0 1 4 1 5 4 3 7

 8:35～ 8:40 1 0 1 1 0 1 4 3 7

 8:40～ 8:45 5 0 5 3 0 3 6 3 9

 8:45～ 8:50 3 2 5 2 1 3 7 4 11

 8:50～ 8:55 1 0 1 2 1 3 6 3 9

 8:55～ 9:00 0 0 0 4 0 4 2 3 5

7時台計 13 4 17 13 3 16 - - -

8時台計 18 3 21 21 3 24 - - -

2時間計 31 7 38 34 6 40 - - -
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3-2-4 雨天時の交通状況 

本業務では、雨天時についても交通量調査を実施する予定であったが、工期内の朝に雨天になら

なかったため調査を実施できなかった。そこで、雨天時の交通状況について、平成 28 年 4 月 7 日

（木）および平成 28 年 4 月 28 日（木）の南草津駅と駅周辺の写真から状況を整理した。 

 

○平成 28 年 4 月 7 日（木） 

駅ロータリーの出口が完全に塞がっており、ロータリー内に多くの車両が停滞している。一般

車両が目立つ。また、下の写真では、バス待ち行列が駅舎まで伸びていることが確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-12 雨天時のＪＲ南草津駅の東口ロータリーの状況（平成 28 年 4 月 7 日（木）） 
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○平成 28 年 4 月 28 日（木） 

4 月 7 日と同様にバス待ち行列が上屋に添って駅舎まで伸びている。付近の道路も大津草津線、

南草津駅中央線ともに渋滞しており、南草津駅中央線は国道１号から渋滞が続いていることが確

認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-13 雨天時のＪＲ南草津駅の東口ロータリーの状況（平成 28 年 4 月 28 日（木）） 
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3-2-5 交差点需要率の算定 

現地調査結果をもとに、各交差点において交差点需要率を算出した結果を示す。 

 

(1) 各交差点におけるピーク時間帯 

交通量調査を実施した平成 28 年 11 月 28 日（月）において、各交差点のピーク時間帯（交差点

への流入交通量が最大）はＪＲ草津駅周辺では 7時台と 8 時台でばらつきがあり、ＪＲ南草津駅

周辺では 7時台がピークとなる交差点が多い。ただし、ＪＲ草津駅周辺での国道 1号上の交差点

や駅直近の交差点では 7 時台がピークとなる交差点が多い。 

 

表 3-3 ＪＲ草津駅周辺の各交差点におけるピーク時間帯（   ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車種 7時台 8時台 合計
車種計 1,731 1,860 3,591
大型車 62 98 160
大型車混入率 4% 5% 4%
車種計 130 134 264
大型車 0 1 1
大型車混入率 0% 1% 0%
車種計 471 512 983
大型車 19 26 45
大型車混入率 4% 5% 5%
車種計 890 530 1,420
大型車 43 51 94
大型車混入率 5% 10% 7%
車種計 974 715 1,689
大型車 40 51 91
大型車混入率 4% 7% 5%
車種計 333 391 724
大型車 6 9 15
大型車混入率 2% 2% 2%

車種計 1,767 1,892 3,659

大型車 55 83 138
大型車混入率 3% 4% 4%
車種計 1,852 1,969 3,821
大型車 72 92 164
大型車混入率 4% 5% 4%
車種計 506 418 924
大型車 47 58 105
大型車混入率 9% 14% 11%
車種計 878 861 1,739
大型車 53 56 109
大型車混入率 6% 7% 6%
車種計 3,377 3,145 6,522
大型車 312 391 703
大型車混入率 9% 12% 11%
車種計 507 348 855
大型車 78 81 159
大型車混入率 15% 23% 19%
車種計 1,124 1,194 2,318
大型車 67 92 159
大型車混入率 6% 8% 7%
車種計 3,395 3,238 6,633
大型車 360 456 816
大型車混入率 11% 14% 12%
車種計 246 233 479
大型車 6 8 14
大型車混入率 2% 3% 3%
車種計 434 513 947
大型車 2 10 12
大型車混入率 0% 2% 1%
車種計 91 121 212
大型車 2 6 8
大型車混入率 2% 5% 4%

－

－

－

○

○

－

○

○

－

需要率
算定箇所

－

－

仮称：西渋川１丁目交差点W1

交差点流入交通量

W2 仮称：隧道西詰交差点

地点名地点No

W3 仮称：Ａ・SQARE前交差点

W4 仮称：草津駅西口ロータリー交差点

W5 仮称：草津駅西口交差点

W6 仮称：ユニハイム草津前交差点

E1 渋川東交差点

E2 小柿交差点

E3 大路交差点

E4 大路２交差点

E5 国道大路交差点

E6 仮称：草津駅東口ロータリー交差点

E7 仮称：地下道東口交差点

E8 草津駅口交差点

E9 仮称：ＴＯＷＥＲ１１１前交差点

E10 仮称：草津第二小学校前交差点

E11 仮称：アーバンホテル草津前交差点

無

信号の
有無

無

無

無

7時台

無

無

無

ピーク
時間帯

8時台

8時台

8時台

7時台

8時台

8時台

8時台

8時台

7時台

7時台

7時台

7時台

8時台

7時台

7時台

8時台
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表 3-4 ＪＲ南草津駅周辺の各交差点におけるピーク時間帯（   ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車種 7時台 8時台 合計
車種計 1,217 1,025 2,242
大型車 55 75 130
大型車混入率 5% 7% 6%
車種計 1,141 1,027 2,168
大型車 57 77 134
大型車混入率 5% 7% 6%
車種計 1,540 1,549 3,089
大型車 68 98 166
大型車混入率 4% 6% 5%
車種計 798 452 1,250
大型車 29 40 69
大型車混入率 4% 9% 6%
車種計 771 629 1,400
大型車 28 40 68
大型車混入率 4% 6% 5%
車種計 482 571 1,053
大型車 24 30 54
大型車混入率 5% 5% 5%
車種計 684 624 1,308
大型車 50 50 100
大型車混入率 7% 8% 8%

車種計 1,979 1,858 3,837

大型車 156 181 337
大型車混入率 8% 10% 9%
車種計 1,189 1,098 2,287
大型車 63 100 163
大型車混入率 5% 9% 7%
車種計 961 829 1,790
大型車 71 52 123
大型車混入率 7% 6% 7%
車種計 564 431 995
大型車 71 107 178
大型車混入率 13% 25% 18%
車種計 555 580 1,135
大型車 57 78 135
大型車混入率 10% 13% 12%
車種計 1,438 1,425 2,863
大型車 159 170 329
大型車混入率 11% 12% 11%
車種計 1,919 1,953 3,872
大型車 223 237 460
大型車混入率 12% 12% 12%

○

○

○

－

○

○

－

○

－

○

W1 仮称：キリン堂前交差点 7時台

需要率
算定箇所

○

地点No 地点名
信号の
有無

交差点流入交通量 ピーク
時間帯

W2 片原交差点 7時台

W3 川の下交差点 8時台

W4 仮称：南草津駅西口交差点 無 7時台

W5 仮称：地下道西口交差点 7時台

W7 仮称：さわ公園前交差点 無 7時台

E1 野路町交差点 7時台

E7 南田山交差点 8時台

E4 仮称：南草津駅東口交差点 7時台

E5 仮称：地下道東口交差点 8時台

W6 仮称：ロマン楽器前交差点 8時台

E6 野路南交差点 7時台

E2 南草津駅口交差点 7時台

E3 仮称：エンゼルプラザイーストⅢ前交差点 無 7時台
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(2) 各交差点における需要率の計算 

交通量調査結果を基に、国道 1 号沿いの交差点を中心に需要率（飽和度）を算出した。なお、

需要率は 1時間あたりの交差点処理を検討するものであるため、各交差点で流入交通量が最大と

なる時間帯をピーク時間帯（7 時台もしくは 8 時台）と設定し、各々の交差点で算出した。 

各交差点の車線毎の交通容量比（混雑度）と需要率、平均滞留長を下表にて整理した。 

 

1) ＪＲ草津駅周辺の交差点 

・国道 1号上の交差点および隣接する交差点、ＪＲ草津駅直近の交差点において、交差点需要率

はいずれも 0.9 未満であり、現状の信号運用で交差点処理が可能な交差点となっている。 

・交差点を構成する車線毎の交通容量比（混雑度）では、「W5 仮称：草津駅西口交差点」「E4 大

路 2交差点」「E5 国道大路交差点」では問題ないが、「E8 草津駅口交差点」の北側である国

道 1号において、右折車線が 1.366 と 1.0 を上回る結果となっている。 

・国道 1号沿いの各交差点の西側がＪＲ草津駅方面となるが、いずれも交差点付近では 2車線の

構成であるものの、交差点付近までは 1車線の県道または市道である。そのため、各車線の平

均滞留長を合計した数値が当該路線の現実的な平日滞留長の数値となり、いずれも 100ｍ以上

となることから、隣接する交差点まで滞留長が伸びている結果となっている。 

・「E4 大路 2 交差点」においても、需要率や各車線の交通容量比（混雑度）で数値上問題は見

受けられないが、実際の交通状況では、隣接する「E5 国道大路交差点」の西側滞留長の影響

で先詰まりとなり、西側の左折・直進・右折や北側の左折、南側の右折が混雑している状況で

ある。 
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表 3-5 ピーク時間帯におけるＪＲ草津駅周辺の交差点需要率 

 

○Ｗ５ 仮称：草津駅西口交差点 

 

 

 

 

 

○Ｅ４ 大路２交差点 

 

 

 

 

 

○Ｅ５ 国道大路交差点 

 

 

 

 

 

○Ｅ８ 草津駅口交差点 

 

 

 

 

 

  ：交差点付近では複数車線であるが、それまでは 1車線のため、隣接交差点まで滞留長

が伸びる可能性のある車線。 

 

北：市道
西：（県）草
津停車場線

南：市道
東：（県）草
津停車場線

左折 左折 左折・直進 左折

交通容量比
（混雑度）

0.344 0.404 0.094 0.429 0.310 7時台

判定 ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ
平均滞留長

（ｍ）
67.5 104.4 17.7 89.7

交差点
需要率

ピーク
時間帯

車線構成

北：市道 西：市道 南：市道

左折 左折 左折・直進 左折 直進 右折

交通容量比
（混雑度） 0.215 0.511 0.169 0.112 0.396 0.277 0.252 7時台

判定 ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ
平均滞留長

（ｍ）
18.7 22.4 15.1 6.4 25.5 13.3

交差点
需要率

ピーク
時間帯

東：市道

車線構成

左折・直進 直進 右折 左折・直進 右折 左折・直進 直進 右折 左折・直進 右折

交通容量比
（混雑度）

0.435 0.435 0.420 0.740 0.543 0.652 0.652 0.543 0.739 0.185 0.704 7時台

判定 ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ
平均滞留長

（ｍ） 163.5 163.5 11.7 90.9 62.4 239.3 239.3 46.2 69.6 20.4

ピーク

時間帯

車線構成

北：国道1号 西：（県）草津停車場線 南：国道1号 東：市道
交差点

需要率

左折・直進 右折 左折・直進 右折 左折・直進 右折

交通容量比
（混雑度）

0.418 1.366 0.504 0.701 0.691 0.691 0.676 7時台

判定 ＯＫ 混雑 ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ
平均滞留長

（ｍ） 389.4 39.9 47.7 75.3 287.1 287.1

車線構成

北：国道1号 南：国道1号
交差点

需要率

ピーク

時間帯
西：市道
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■
交

差
点

需
要

率
の

算
定

表
交

差
点

名
Ｗ

５
　

仮
称

：
草

津
駅

西
口

交
差

点
ピ

ー
ク

時
間

帯
平

成
2
8
年

1
1
月

2
8
日

（
月

）
　

7
時

台

流
入

部
北

：
市

道
西

：
市

道
南

：
市

道
東

：
市

道
信

号
サ

イ
ク

ル
長

:C
60

秒

車
線

左
直

右
左

直
右

左
直

右
左

直
右

青
時

間
:G

i
う

ち
ｸ
ﾘｱ

ﾗ
ﾝ
ｽ

時
間

:L
損

失
時

間
:L

'
専

用
現

示

車
線

数
1

1
1

1
1

1
計

G
48

歩
行

者
計

Y
12

12
現

示
番

号
：
φ

1φ
2φ

1φ
2φ

2φ
2φ

1φ
G

29
24

Y
4

A
R

2
6

(
有

効
青

時
間

)
: Ｇ

29
19

29
19

19
19

2φ
G

19
14

Y
4

A
R

2
6

(
歩

行
者

用
青

時
間

)
: Ｇ

P
24

14
24

14
3φ

飽
和

交
通

流
率

の
基

本
値

: Ｓ
B

2,
00

0
2,

00
0

2,
00

0
1,

80
0

2,
00

0
1,

80
0

4φ
(

左
折

専
用

車
線

の
交

通
容

量
)

: ｃ
L

67
6

45
7

67
6

57
0

5φ
(

右
折

専
用

車
線

の
交

通
容

量
)

: ｃ
R

89
8

42
6

93
5

47
0

6φ
車

線
幅

員
に

よ
る

補
正

値
:α

W
0.

95
1.

00
0.

95
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00
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00
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00
(

車
線

幅
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)
2.

50
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00
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00
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00
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00
縦
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正

値
:α

G
1.

00
1.

00
1.

00
1.

00
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00
1.

00
(

縦
断

勾
配

)
0%
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0%
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0%
大

型
車

混
入

に
よ

る
補

正
値

:α
T

0.
97

0.
96

1.
00

1.
00

0.
96

0.
97

(
大

型
車

混
入

率
)

: Ｔ
4%
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折
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正
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車
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L
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歩

行
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(
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1.
39

1.
43
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R
T
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00

(
右

折
車

混
入

率
)

: Ｒ
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%
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0%

(
右

折
車

通
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確
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)
: ｆ

0.
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0.
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96

0.
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(
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折
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用
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示
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示
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間
)

: ｔ
0

0
0

0
(
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青
時

間
)

: Ｇ
29

19
29

19
(

現
示

変
化

時
右

折
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数
)

: Ｋ
2

2
2

2
(

対
向

流
入

部
飽

和
交

通
流

率
)

: Ｓ
18

28
19

16
14
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18

50
(

対
向

直
進

交
通

量
)

: ｑ
70

24
0

37
19

2
(

右
折

車
の

直
進

車
換

算
係

数
)

: Ｅ
R

T
1.

08
1.

49
1.

03
信

号
サ

イ
ク

ル
長

: Ｃ
60

60
60

60
60

60
飽

和
交

通
流

率
: Ｓ

A
14

19
18

50
18

28
18

00
19

16
17

42
交

通
量

(
車

  線
　

計
)

: ｑ
18

0
21

2
15

1
64

24
0

12
7

(
左

　
折

)
12

2
13

8
64

(
直

　
進

)
37

19
2

70
24

0
(

右
　

折
)

21
7

73
12

7
う

ち
大

型
車

(
車

  線
　

計
)

: ｑ
7

12
0

0
15

6
(

左
　

折
)

7
0

0
0

(
直

　
進

)
0

11
0

15
交

差
点

の
需

要
率

信
号

サ
イ

ク
ル

長
:C

(
右

　
折

)
0

1
0

6
0.

25
2

Ｏ
Ｋ

60
秒

正
規

化
交

通
量

:ρ
0.

12
7

0.
11

5
0.

08
3

0.
03

6
0.

12
5

0.
07

3
現

示
の

需
要

率
有

効
青

時
間

配
分

必
要

現
示

率
1φ

0.
12

7
0.

08
3

0.
12

7
29

(
48

%
)

1φ
2φ

0.
11

5
0.

03
6

0.
12

5
0.

07
3

0.
12

5
19

(
32

%
)

2φ
3φ

(
0%

)
3φ

4φ
(

0%
)

4φ
5φ

(
0%

)
5φ

6φ
(

0%
)

6φ

車
線

の
混

雑
度

の
算

定

青
時

間
比

: Ｇ
/ Ｃ

0.
48

0.
32

0.
48

0.
32

0.
32

0.
32

交
通

容
量

: Ｃ
i

83
9

41
5

89
5

57
0

60
7

45
8

混
雑

度
: ｑ

/ Ｃ
i

0.
21

0.
51

0.
17

0.
11

0.
40

0.
28

交
通

処
理

チ
ェ

ッ
ク

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

飽
和

交
通

流
率

の
基

本
値

: Ｓ
B

2,
00

0
2,

00
0

2,
00

0
1,

80
0

2,
00

0
1,

80
0

車
線

幅
員

(m
)

2.
5

3.
0

2.
5

3.
0

3.
0

3.
0

交
通

量
（
台

／
時

）
18

0
21

2
15

1
64

24
0

12
7

平
均

交
通

量
( 台

／
サ

イ
ク

ル
）

3.
00

3.
53

2.
52

1.
07

4.
00

2.
12

大
型

車
混

入
率

(%
)

4%
6%

0%
0%

6%
5%

停
止

時
の

平
均

車
頭

間
隔

(m
)

6.
2

6.
3

6.
0

6.
0

6.
4

6.
3

平
均

滞
留

長
(m

)
18

.7
22

.4
15

.1
6.

4
25

.5
13

.3
必

要
滞

留
長

(m
)

26
.6

現
示
 

１
φ

 
２
φ
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■
交

差
点

需
要

率
の

算
定

表
交

差
点

名
Ｅ

４
　

大
路

２
交

差
点

ピ
ー

ク
時

間
帯

平
成

2
8
年

1
1
月

2
8
日

（
月

）
　

7
時

台

流
入

部
北

：
市

道
西

：
（
県

）
草

津
停

車
場

線
南

：
市

道
東

：
（
県

）
草

津
停

車
場

線
信

号
サ

イ
ク

ル
長

:C
18

0
秒

車
線

左
直

右
左

直
右

左
直

右
左

直
右

青
時

間
:G

i
う

ち
ｸ
ﾘｱ

ﾗ
ﾝ
ｽ

時
間

:L
損

失
時

間
:L

'
専

用
現

示

車
線

数
1

1
1

1
計

G
16

8
歩

行
者

計
Y

12
12

現
示

番
号

：
φ

1φ
2φ

1φ
2φ

1φ
G

66
61

Y
4

A
R

2
6

(
有

効
青

時
間

)
: Ｇ

66
10

2
66

10
2

2φ
G

10
2

97
Y

4
A

R
2

6
(

歩
行

者
用

青
時

間
)

: Ｇ
P

61
97

61
97

3φ
飽

和
交

通
流

率
の

基
本

値
: Ｓ

B
2,

00
0

2,
00

0
2,

00
0

2,
00

0
4φ

(
左

折
専

用
車

線
の

交
通

容
量

)
: ｃ

L
66

0
89

4
66

0
89

4
5φ

(
右

折
専

用
車

線
の

交
通

容
量

)
: ｃ

R
64

7
83

0
63

0
69

0
6φ

車
線

幅
員

に
よ

る
補

正
値

:α
W

1.
00

1.
00

1.
00

1.
00

(
車

線
幅

員
)

3.
00

3.
00

3.
00

3.
00

縦
断

勾
配

に
よ

る
補

正
値

:α
G

1.
00

1.
00

1.
00

1.
00

(
縦

断
勾

配
)

0%
0%

0%
0%

大
型

車
混

入
に

よ
る

補
正

値
:α

T
0.

97
0.

92
1.

00
0.

98
(

大
型

車
混

入
率

)
: Ｔ

4%
12

%
0%

3%
左

折
車

流
入

に
よ

る
補

正
値

:α
LT

0.
94

0.
98

0.
99

0.
99

左
折

専
用

車
線

に
よ

る
補

正
値

:α
L

1.
00

1.
00

1.
00

1.
00

(
左

折
車

混
入

率
)

: Ｌ
61

%
8%

7%
5%

(
歩

行
者

に
よ

る
低

減
率

)
: ｆP

0
0.

13
0

0.
13

(
有

効
青

時
間

)
: Ｇ

66
10

2
66

10
2

(
歩

行
者

用
青

時
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)
: Ｇ

P
61

97
61
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(

左
折

車
の

直
進

車
換

算
係
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)

: Ｅ
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1.
11

1.
27

1.
11

1.
27

右
折

車
流

入
に

よ
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補
正

値
:α

R
T

0.
98

1.
00

0.
97

0.
80

(
右

折
車

混
入

率
)

: Ｒ
13

%
1%
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%

40
%

(
右

折
車

通
過

確
率

)
: ｆ

0.
96

0.
85

0.
95

0.
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(
右

折
専

用
現

示
表

示
時

間
)

: ｔ
0

0
0

0
(

有
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青
時

間
)

: Ｇ
66

10
2

66
10

2
(

現
示

変
化

時
右

折
台

数
)

: Ｋ
2

2
2

2
(

対
向

流
入

部
飽

和
交

通
流

率
)

: Ｓ
19

26
15
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17

94
18

01
(

対
向

直
進

交
通

量
)

: ｑ
44

15
9

56
28

3
(

右
折

車
の

直
進

車
換

算
係

数
)

: Ｅ
R

T
1.

13
1.

37
1.

16
1.

64
信

号
サ

イ
ク

ル
長

: Ｃ
18

0
18

0
18

0
18

0
飽

和
交

通
流

率
: Ｓ

A
17

94
18

01
19

26
15
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交

通
量

(
車

  線
　

計
)
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21

7
31

1
59

29
1

(
左

　
折

)
13

2
25

4
16

(
直

　
進

)
56

28
3

44
15

9
(

右
　

折
)

29
3
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11

6
う

ち
大

型
車

(
車

  線
　

計
)

: ｑ
8

37
0

8
(

左
　

折
)

7
5

0
1

(
直

　
進

)
0
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0

7
交

差
点

の
需

要
率

信
号

サ
イ

ク
ル

長
:C

(
右

　
折

)
1

0
0

0
0.

31
0

Ｏ
Ｋ

18
0

秒

正
規

化
交

通
量

:ρ
0.

12
1

0.
17

3
0.

03
1

0.
18

9
現

示
の

需
要

率
有

効
青
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配
分

必
要

現
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率
1φ

0.
12

1
0.

03
1

0.
12

1
66

(
37

%
)

1φ
2φ

0.
17

3
0.

18
9

0.
18

9
10

2
(

57
%

)
2φ

3φ
(

0%
)

3φ
4φ

(
0%

)
4φ

5φ
(

0%
)

5φ
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(
0%

)
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車
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の
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雑
度

の
算

定

青
時

間
比

: Ｇ
/ Ｃ

0.
37

0.
57

0.
37

0.
57

交
通

容
量

: Ｃ
i

63
2

76
9

63
0

67
8

混
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度
: ｑ

/ Ｃ
i
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0.
40
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0.
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処
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Ｏ
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0
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0
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0
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線

幅
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(m
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0

3.
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交
通

量
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■
交

差
点

需
要

率
の

算
定

表
交

差
点

名
Ｅ

５
　

国
道

大
路

交
差

点
ピ

ー
ク

時
間

帯
平

成
2
8
年

1
1
月

2
8
日

（
月

）
　

7
時

台

流
入

部
北

：
国

道
1
号

西
：
（
県

）
草

津
停

車
場

線
南

：
国

道
1
号

東
：
市

道
信
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サ

イ
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ル
長

:C
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0
秒

車
線

左
直

直
右

左
直

右
左

直
直

右
左
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右

青
時

間
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i
う

ち
ｸ
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ﾗ
ﾝ
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損
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間
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示
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り
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り
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り
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車
線

数
1

1
1
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1
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1
1
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者
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Y
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Y
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A
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0
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(
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効
青
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間

)
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0
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0

5
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9
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0
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0
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9

2φ
G

5
0

Y
3

A
R

3
6

(
歩

行
者

用
青

時
間

)
: Ｇ

P
10

0
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0
32

3φ
G

37
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Y
4

A
R

0
4

飽
和

交
通

流
率

の
基

本
値

: Ｓ
B

2,
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2) ＪＲ南草津駅周辺の交差点 

・国道 1号上の交差点および隣接する交差点、ＪＲ南草津駅直近の交差点において、交差点需要

率はいずれも 0.9 未満であり、ＪＲ草津駅周辺の交差点と同様に現状の信号運用で交差点処理

が可能な交差点となっている。 

・交差点を構成する車線毎の交通容量比（混雑度）では、「E7 南田山交差点」の東側の県道に

おいて、1.322 と 1.0 を上回る結果となり、渋滞が発生している。その他の交差点では 1.0 を

上回る車線は存在しない。 

・ただし、交通容量比（混雑度）は 1.0 を上回っていないが、「E1 野路町交差点」の西側であ

る市道の直進で 0.832、「E6 野路南交差点」の西側である市道の右折で 0.975、「E7 南田山

交差点」の西側である市道で 0.840 と、1.0 に近い数値を示しており、混雑している状況であ

る。従って、ＪＲ草津駅周辺と比較して、ＪＲ南草津駅周辺の方が国道 1号へ流入（合流）す

る方向の道路において、混雑していることが考えられる。 

・また、「E4 仮称：南草津駅東口交差点」の西側（ＪＲ南草津駅のロータリー）の左折でも交

通容量比（混雑度）は 0.759 となり、比較的混雑している状況である。 

・「E1 野路町交差点」「E6 野路南交差点」の西側で各車線の平均滞留長を合計した数値は、い

ずれも 100ｍ以上となるため、ＪＲ南草津駅は交差点間の間隔が短いこともあり、隣接する交

差点まで滞留長が伸びている結果となっている。これは、国道 1号への流入（合流）が原因で、

「E2 南草津駅口交差点」や「E5 仮称：地下道東口交差点」でも混雑している状況を示して

いる。※ただし、「E2 南草津駅口交差点」や「E5 仮称：地下道東口交差点」の交差点需要

率や交通容量比（混雑度）の数値としては表れていない。 
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表 3-6 ピーク時間帯におけるＪＲ南草津駅周辺の交差点需要率（１） 

 

○Ｗ１ 仮称：キリン堂前交差点 

 

 

 

 

 

○Ｗ５ 仮称：地下道西口交差点 

 

 

 

 

 

○Ｅ１ 野路町交差点 

 

 

 

 

 

○Ｅ２ 南草津駅口交差点 

 

 

 

 

 

○Ｅ４ 仮称：南草津駅東口交差点 

 

 

 

 

 

  ：交差点付近では複数車線であるが、それまでは 1車線のため、隣接交差点まで滞留長

が伸びる可能性のある車線。 

南：市道

直進 右折 左折 右折 左折・直進

交通容量比
（混雑度）

0.015 0.108 0.759 0.288 0.142 0.171 7時台

判定 ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ
平均滞留長

（ｍ）
2.6 35.0 34.7 18.5 25.7

交差点

需要率

ピーク

時間帯
北：市道 西：市道

車線構成

東：市道

左折・直進 右折 左折・直進 右折 左折・直進 右折
左折・直進・

右折

交通容量比
（混雑度）

0.225 0.325 0.612 0.009 0.203 0.102 0.205 0.467 7時台

判定 ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ
平均滞留長

（ｍ）
33.9 42.4 86.4 1.1 29.9 12.7 23.3

車線構成

交差点

需要率

ピーク

時間帯
北：（主）大津草津線 西：（主）大津草津線 南：市道

左折 直進 右折 左折 直進 右折 左折・直進 右折 左折 直進 右折

交通容量比
（混雑度）

0.220 0.220 0.196 0.652 0.832 0.020 0.487 0.136 0.090 0.757 0.165 0.503 7時台

判定 ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ
平均滞留長

（ｍ） 11.5 114.9 32.5 25.6 98.1 1.3 153.1 26.1 5.3 90.7 10.1

交差点

需要率

ピーク

時間帯
北：国道1号 南：国道1号西：（主）大津草津線 東：市道

車線構成

南：市道

左折・直進 右折 左折・直進 右折
左折・直進・

右折
左折・直進 右折

交通容量比
（混雑度）

0.367 0.027 0.148 0.012 0.464 0.104 0.045 0.218 7時台

判定 ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ
平均滞留長

（ｍ）
30.0 1.6 23.2 1.9 36.3 16.7 6.2

交差点

需要率

ピーク

時間帯

車線構成

北：市道 西：市道 東：市道

東：（主）大

津草津線

直進 右折 左折 右折 左折・直進

交通容量比
（混雑度）

0.316 0.215 0.519 0.202 0.324 0.335 7時台

判定 ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ
平均滞留長

（ｍ）
56.3 26.6 33.9 17.7 56.4

交差点

需要率

ピーク

時間帯
西：（主）大津草津線 南：市道

車線構成
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表 3-7 ピーク時間帯におけるＪＲ南草津駅周辺の交差点需要率（２） 

 

○Ｅ６ 野路南交差点 

 

 

 

 

 

○Ｅ７ 南田山交差点 

 

 

 

 

 

  ：交差点付近では複数車線であるが、それまでは 1車線のため、隣接交差点まで滞留長

が伸びる可能性のある車線。 

 

東：市道

左折・直進 右折 左折・直進 右折 左折・直進 右折
左折・直進・

右折

交通容量比
（混雑度）

0.351 0.093 0.268 0.975 0.696 0.008 0.432 0.526 7時台

判定 ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ
平均滞留長

（ｍ） 112.0 10.9 19.2 60.5 190.4 1.3 31.5

交差点

需要率

ピーク

時間帯
北：国道1号 西：市道 南：国道1号

車線構成

西：市道
東：（主）平

野草津線

左折・直進 右折
左折・直進・

右折
左折・直進 右折

左折・直進・
右折

交通容量比
（混雑度）

0.580 0.003 0.840 0.507 0.362 1.323 0.712 8時台

判定 ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ 混雑 ＯＫ
平均滞留長

（ｍ）
181.6 0.5 32.8 151.2 52.3 165.6

交差点

需要率

ピーク

時間帯
北：国道1号 南：国道1号

車線構成
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■
交

差
点

需
要

率
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算
定

表
交

差
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名
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交
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台
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草
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右
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右
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右
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右
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ｽ
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3 ～
4φ

5φ
1φ

2φ
3φ

3 ～
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秒

正
規

化
交

通
量

:ρ
0.

09
0

0.
12

6
0.

25
1

0.
00

3
0.

08
1

0.
03

8
0.

06
4

現
示

の
需

要
率

有
効

青
時

間
配

分

必
要

現
示

率
1φ

0.
09

0
0.

08
1

0.
09

0
44

(
40

%
)

1φ
2φ

0.
12

6
0.

03
8

0.
12

6
5

(
5%

)
2φ

3φ
0.

25
1

0.
00

3
0.

06
4

0.
25

1
45

(
41

%
)

3φ
4φ

(
0%

)
4φ

5φ
(

0%
)

5φ
6φ

(
0%

)
6φ

車
線

の
混

雑
度

の
算

定

青
時

間
比

: Ｇ
/ Ｃ

0.
40

0.
05

0.
41

0.
41

0.
40

0.
05

0.
41

交
通

容
量

: Ｃ
i

73
3

67
0

74
8

67
9

76
2

65
7

58
5

混
雑

度
: ｑ

/ Ｃ
i

0.
23

0.
33

0.
61

0.
01

0.
20

0.
10

0.
21

交
通

処
理

チ
ェ

ッ
ク

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

飽
和

交
通

流
率

の
基

本
値

: Ｓ
B

2,
00

0
1,

80
0

2,
00

0
1,

80
0

2,
00

0
1,

80
0

2,
00

0
車

線
幅

員
(m

)
3.

0
3.

0
3.

0
3.

0
3.

0
3.

0
3.

0
交

通
量

（
台

／
時

）
16

5
21

8
45

8
6

15
5

67
12

0
平

均
交

通
量

( 台
／

サ
イ

ク
ル

）
5.

04
6.

66
13

.9
9

0.
18

4.
74

2.
05

3.
67

大
型

車
混

入
率

(%
)

12
%

6%
3%

0%
5%

3%
6%

停
止

時
の

平
均

車
頭

間
隔

(m
)

6.
7

6.
4

6.
2

6.
0

6.
3

6.
2

6.
4

平
均

滞
留

長
(m

)
33

.9
42

.4
86

.4
1.

1
29

.9
12

.7
23

.3
必

要
滞

留
長

(m
)

93
.2

1.
7

20
.2

現
示
 

１
φ

 
２
φ

 
３

φ
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■
交

差
点

需
要

率
の

算
定

表
交

差
点

名
Ｅ

４
　

仮
称

：
南

草
津

駅
東

口
交

差
点

ピ
ー

ク
時

間
帯

平
成

2
8
年

1
1
月

2
8
日

（
月

）
　

7
時

台

流
入

部
北

：
市

道
西

：
市

道
南

：
市

道
信

号
サ

イ
ク

ル
長

:C
11

0
秒

車
線

直
右

左
右

左
直

青
時

間
:G

i
う

ち
ｸ
ﾘｱ

ﾗ
ﾝ
ｽ

時
間

:L
損

失
時

間
:L

'
専

用
現

示
あ

り

車
線

数
1

1
1

1
1

計
67

歩
行

者
計

Y
43

43
現

示
番

号
：
φ

1φ
1φ

2φ
2φ

1φ
1φ

G
52

0
Y

4
A

R
2

6
(

有
効

青
時

間
)

: Ｇ
52

52
15

15
52

2φ
G

15
0

Y
4

A
R

2
6

(
歩

行
者

用
青

時
間

)
: Ｇ

P
3φ

31
A

R
31

31
飽

和
交

通
流

率
の

基
本

値
: Ｓ

B
2,

00
0

1,
80

0
1,

80
0

1,
80

0
2,

00
0

4φ
(

左
折

専
用

車
線

の
交

通
容

量
)

: ｃ
L

24
5

85
1

5φ
(

右
折

専
用

車
線

の
交

通
容

量
)

: ｃ
R

85
5

31
1

6φ
車

線
幅

員
に

よ
る

補
正

値
:α

W
1.

00
1.

00
1.

00
1.

00
1.

00
(

車
線

幅
員

)
3.

00
3.

00
3.

00
3.

00
3.

00
縦

断
勾

配
に

よ
る

補
正

値
:α

G
1.

00
1.

00
1.

00
1.

00
1.

00
(

縦
断

勾
配

)
0%

0%
0%

0%
0%

大
型

車
混

入
に

よ
る

補
正

値
:α

T
1.

00
0.

93
0.

97
0.

82
0.

90
(

大
型

車
混

入
率

)
: Ｔ

0%
11

%
5%

31
%

16
%

左
折

車
流

入
に

よ
る

補
正

値
:α

LT
1.

00
0.

93
左

折
専

用
車

線
に

よ
る

補
正

値
:α

L
1.

00
1.

00
(

左
折

車
混

入
率

)
: Ｌ

10
0%

65
%

(
歩

行
者

に
よ

る
低

減
率

)
: ｆP

0
0

(
有

効
青

時
間

)
: Ｇ

15
52

(
歩

行
者

用
青

時
間

)
: Ｇ

P
0

0
(

左
折

車
の

直
進

車
換

算
係

数
)

: Ｅ
LT

1.
11

1.
11

右
折

車
流

入
に

よ
る

補
正

値
:α

R
T

1.
00

1.
00

(
右

折
車

混
入

率
)

: Ｒ
10

0%
10

0%
(

右
折

車
通

過
確

率
)

: ｆ
0.

96
1.

00
(

右
折

専
用

現
示

表
示

時
間

)
: ｔ

52
0

(
有

効
青

時
間

)
: Ｇ

52
15

(
現

示
変

化
時

右
折

台
数

)
: Ｋ

2
2

(
対

向
流

入
部

飽
和

交
通

流
率

)
: Ｓ

18
02

20
00

(
対

向
直

進
交

通
量

)
: ｑ

42
0

(
右

折
車

の
直

進
車

換
算

係
数

)
: Ｅ

R
T

信
号

サ
イ

ク
ル

長
: Ｃ

11
0

11
0

11
0

11
0

11
0

飽
和

交
通

流
率

: Ｓ
A

20
00

16
71

17
39

14
78

18
02

交
通

量
(

車
  線

　
計

)
: ｑ

14
17

2
18

0
77

12
1

(
左

　
折

)
18

0
79

(
直

　
進

)
14

42
(

右
　

折
)

17
2

77
う

ち
大

型
車

(
車

  線
　

計
)

: ｑ
19

9
24

19
(

左
　

折
)

9
18

(
直

　
進

)
1

交
差

点
の

需
要

率
信

号
サ

イ
ク

ル
長

:C
(

右
　

折
)

19
24

0.
17

1
Ｏ

Ｋ
11

0
秒

正
規

化
交

通
量

:ρ
0.

00
7

0.
06

4
0.

10
4

0.
05

2
0.

06
7

現
示

の
需

要
率

有
効

青
時

間
配

分

必
要

現
示

率
1φ

0.
00

7
0.

06
4

0.
06

7
0.

06
7

52
(

47
%

)
1φ

2φ
0.

10
4

0.
05

2
0.

10
4

15
(

14
%

)
2φ

3φ
0.

00
0

0
(

0%
)

3φ
4φ

(
0%

)
4φ

5φ
(

0%
)

5φ
6φ

(
0%

)
6φ

車
線

の
混

雑
度

の
算

定

青
時

間
比

: Ｇ
/ Ｃ

0.
47

0.
47

0.
14

0.
14

0.
47

交
通

容
量

: Ｃ
i

94
5

15
93

23
7

26
7

85
2

混
雑

度
: ｑ

/ Ｃ
i

0.
01

0.
11

0.
76

0.
29

0.
14

交
通

処
理

チ
ェ

ッ
ク

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

飽
和

交
通

流
率

の
基

本
値

: Ｓ
B

2,
00

0
1,

80
0

1,
80

0
1,

80
0

2,
00

0
車

線
幅

員
(m

)
3.

0
3.

0
3.

0
3.

0
3.

0
交

通
量

（
台

／
時

）
14

17
2

18
0

77
12

1
平

均
交

通
量

( 台
／

サ
イ

ク
ル

）
0.

43
5.

26
5.

50
2.

35
3.

70
大

型
車

混
入

率
(%

)
0%

11
%

5%
31

%
16

%
停

止
時

の
平

均
車

頭
間

隔
(m

)
6.

0
6.

7
6.

3
7.

9
6.

9
平

均
滞

留
長

(m
)

2.
6

35
.0

34
.7

18
.5

25
.7

必
要

滞
留

長
(m

)
77

.0
27

.8

現
示
 

１
φ

 
２

φ
 

３
φ
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■
交

差
点

需
要

率
の

算
定

表
交

差
点

名
Ｅ

５
　

仮
称

：
地

下
道

東
口

交
差

点
ピ

ー
ク

時
間

帯
平

成
2
8
年

1
1
月

2
8
日

（
月

）
　

8
時

台

流
入

部
北

：
市

道
西

：
市

道
南

：
市

道
東

：
市

道
信

号
サ

イ
ク

ル
長

:C
11

0
秒

車
線

左
直

右
左

直
右

左
直

右
左

直
右

青
時

間
:G

i
う

ち
ｸ
ﾘｱ

ﾗ
ﾝ
ｽ

時
間

:L
損

失
時

間
:L

'
専

用
現

示
あ

り
あ

り

車
線

数
1

1
1

1
1

1
1

計
G

94
歩

行
者

計
Y

16
16

現
示

番
号

：
φ

1φ
1φ

2φ
3φ

1φ
2φ

3φ
1φ

G
45

40
Y

4
A

R
2

6
(

有
効

青
時

間
)

: Ｇ
45

45
45

4
45

45
4

2φ
G

45
40

Y
4

A
R

0
4

(
歩

行
者

用
青

時
間

)
: Ｇ

P
40

40
40

40
3φ

G
4

0
Y

4
A

R
2

6
飽

和
交

通
流

率
の

基
本

値
: Ｓ

B
2,

00
0

1,
80

0
2,

00
0

1,
80

0
2,

00
0

2,
00

0
1,

80
0

4φ
(

左
折

専
用

車
線

の
交

通
容

量
)

: ｃ
L

73
6

73
6

73
6

73
6

5φ
(

右
折

専
用

車
線

の
交

通
容

量
)

: ｃ
R

79
9

13
1

78
8

11
8

6φ
車

線
幅

員
に

よ
る

補
正

値
:α

W
1.

00
1.

00
1.

00
1.

00
0.

95
1.

00
1.

00
(

車
線

幅
員

)
3.

00
3.

00
3.

00
3.

00
2.

50
3.

00
3.

00
縦

断
勾

配
に

よ
る

補
正

値
:α

G
1.

00
1.

00
1.

00
1.

00
1.

00
1.

00
1.

00
(

縦
断

勾
配

)
0%

0%
0%

0%
0%

0%
0%

大
型

車
混

入
に

よ
る

補
正

値
:α

T
0.

86
1.

00
0.

94
1.

00
0.

95
0.

98
0.

80
(

大
型

車
混

入
率

)
: Ｔ

23
%

0%
9%

0%
7%

3%
36

%
左

折
車

流
入

に
よ

る
補

正
値

:α
LT

0.
91

0.
98

0.
94

1.
00

左
折

専
用

車
線

に
よ

る
補

正
値

:α
L

1.
00

1.
00

1.
00

1.
00

(
左

折
車

混
入

率
)

: Ｌ
89

%
14

%
59

%
3%

(
歩

行
者

に
よ

る
低

減
率

)
: ｆP

0
0

0
0

(
有

効
青

時
間

)
: Ｇ

45
45

45
45

(
歩

行
者

用
青

時
間

)
: Ｇ

P
40

40
40

40
(

左
折

車
の

直
進

車
換

算
係

数
)

: Ｅ
LT

1.
11

1.
11

1.
11

1.
11

右
折

車
流

入
に

よ
る

補
正

値
:α

R
T

1.
00

1.
00

0.
99

1.
00

(
右

折
車

混
入

率
)

: Ｒ
10

0%
10

0%
33

%
10

0%
(

右
折

車
通

過
確

率
)

: ｆ
1.

00
0.

86
0.

99
0.

85
(

右
折

専
用

現
示

表
示

時
間

)
: ｔ

0
4

0
4

(
有

効
青

時
間

)
: Ｇ

45
49

45
49

(
現

示
変

化
時

右
折

台
数

)
: Ｋ

2
2

2
2

(
対

向
流

入
部

飽
和

交
通

流
率

)
: Ｓ

16
73

19
50

15
65

18
56

(
対

向
直

進
交

通
量

)
: ｑ

2
15

0
10

15
8

(
右

折
車

の
直

進
車

換
算

係
数

)
: Ｅ

R
T

1.
04

信
号

サ
イ

ク
ル

長
: Ｃ

11
0

11
0

11
0

11
0

11
0

11
0

11
0

飽
和

交
通

流
率

: Ｓ
A

15
65

18
00

18
56

18
00

16
73

19
50

14
36

交
通

量
(

車
  線

　
計

)
: ｑ

95
12

18
4

17
27

15
4

91
(

左
　

折
)

85
26

16
4

(
直

　
進

)
10

15
8

2
15

0
(

右
　

折
)

12
17

9
91

う
ち

大
型

車
(

車
  線

　
計

)
: ｑ

22
16

2
5

33
(

左
　

折
)

22
2

0
0

(
直

　
進

)
0

14
0

5
交

差
点

の
需

要
率

信
号

サ
イ

ク
ル

長
:C

(
右

　
折

)
0

0
2

33
0.

17
8

Ｏ
Ｋ

11
0

秒

正
規

化
交

通
量

:ρ
0.

06
1

0.
00

7
0.

09
9

0.
00

0
0.

01
6

0.
07

9
0.

01
8

現
示

の
需

要
率

有
効

青
時

間
配

分

必
要

現
示

率
1φ

0.
06

1
0.

00
7

0.
01

6
0.

06
1

45
(

41
%

)
1φ

2φ
0.

09
9

0.
07

9
0.

09
9

45
(

41
%

)
2φ

3φ
0.

00
0

0.
01

8
0.

01
8

4
(

4%
)

3φ
4φ

(
0%

)
4φ

5φ
(

0%
)

5φ
6φ

(
0%

)
6φ

車
線

の
混

雑
度

の
算

定

青
時

間
比

: Ｇ
/ Ｃ

0.
41

0.
41

0.
41

0.
04

0.
41

0.
41

0.
04

交
通

容
量

: Ｃ
i

64
0

79
9

75
9

68
2

68
5

79
8

54
6

混
雑

度
: ｑ

/ Ｃ
i

0.
15

0.
02

0.
24

0.
02

0.
04

0.
19

0.
17

交
通

処
理

チ
ェ

ッ
ク

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｋ

飽
和

交
通

流
率

の
基

本
値

: Ｓ
B

2,
00

0
1,

80
0

2,
00

0
1,

80
0

2,
00

0
2,

00
0

1,
80

0
車

線
幅

員
(m

)
3.

0
3.

0
3.

0
3.

0
2.

5
3.

0
3.

0
交

通
量

（
台

／
時

）
95

12
18

4
17

27
15

4
91

平
均

交
通

量
( 台

／
サ

イ
ク

ル
）

2.
90

0.
37

5.
62

0.
52

0.
83

4.
71

2.
78

大
型

車
混

入
率

(%
)

23
%

0%
9%

0%
7%

3%
36

%
停

止
時

の
平

均
車

頭
間

隔
(m

)
7.

4
6.

0
6.

5
6.

0
6.

4
6.

2
8.

2
平

均
滞

留
長

(m
)

21
.5

2.
2

36
.7

3.
1

5.
3

29
.2

22
.7

必
要

滞
留

長
(m

)
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第4章 課題整理 

草津駅、南草津駅の両駅および周辺道路における問題点を次ページに示す。これらを踏まえて

の両駅周辺における交通問題、交通課題を以下に整理する。 

 

＜駅周辺の道路混雑の解消＞ 

 通勤通学時間帯に、駅周辺に自動車が集中し、特に駅のロータリーから国道１号の間の道路

が渋滞になる。国道１号の交差点を先頭に渋滞しているが、主方向となる国道 1 号の交通量

が多いので、従方向側の青信号時間が十分に確保できないことも原因である。特に雨天時に

は、普段自転車を利用している人の自動車送迎へのシフトなどにより、その混雑はより顕著

になる。これらの背景には、草津市は自動車保有台数が増加傾向にあり、かつ自動車への依

存が高いことがある。 

 駅周辺地域の通過交通や駅アクセス交通を処理するための道路整備等の交通容量の確保が

必要である。 

 一方で、自動車利用から公共交通利用への転換や、不要不急な移動の取りやめを促すことで、

交通量の総量を抑えることも必要である。 

 駅のロータリーにおいても、ピーク時には交通量を捌ききれずに混雑が発生している。ロー

タリーが効果的に、かつ適正に活用されるための機能向上が求められる。また、企業送迎バ

スが駅から離れた地域で送迎している実態もあり、企業活動の円滑化を支援すべく改善が必

要。 

 駅周辺の歩行者の安全性確保に関しても、自動車交通量混雑に起因することがあり、そのた

めにも自動車交通量の抑制、歩行者の安全確保などといった道路機能の明確化も必要である。 

 

＜駅のバス待ち環境の改善＞ 

 草津駅、南草津駅ともにピーク時にはバス待ちの行列が長くなる。特に南草津駅では、ピー

ク時には待ち行列が駅舎にまで達することもある（特に雨天時）。駅ロータリーの一部が小

学校の通学路となっており、これと交差するなどの問題が発生している。 

 バス待ち客のためのスペース確保等の環境の改善が必要である。 
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草津駅周辺問題箇所 

○：歩行者・自転車関連 

●：自動車関連 

：駅西の問題箇所 

：駅東の問題箇所 

 

 

○ 歩行者や自転車の交通量が多く通行しにくい 

○ 段差があり、徒歩や自転車での通行がしづらい 

○ 歩道や自転車道が整備されておらず通行しづら

い、自動車が危険に感じる 

● 自動車が混雑している 

● 雨の日の自動車の混雑が激しい 

● 駐停車の自動車が多く、通行の邪魔になる 

● 送迎車による公共交通機関への通行阻害 

○ 歩行者や自転車の交通量が多く通行し

にくい 
○ 歩道や自転車道が整備されておらず通

行しづらい、自動車が危険に感じる 

○ 信号の待ち時間が長く感

じる 

● 自動車が混雑している 

● 自動車が混雑している 
● 雨の日の自動車の混雑が激しい 
● 国道大路交差点を起点とした慢

性的な交通渋滞（特に雨天時） 

○ バス待ち行列による通行者・通学者

への通行阻害 
● 自動車が混雑している 
● 雨の日の自動車の混雑が激しい 
● 駐停車の自動車が多く、通行の邪魔

になる 
● 送迎車による公共交通機関への通行

阻害 

○ 歩行者や自転車の交通量が多く通行しにくい 
○ 段差があり、徒歩や自転車での通行がしづらい 
○ 歩道や自転車道が整備されておらず通行しづら

い、自動車が危険に感じる 
○ 仮称：草津駅西口交差点での歩行者の安全性 
● 駐停車の自動車が多く、通行の邪魔になる 

○ 歩行者や自転車の交通量が多く通行しにくい 
○ 歩道や自転車道が整備されておらず通行しづら

い、自動車が危険に感じる 
● 自動車が混雑している 
● 雨の日の自動車の混雑が激しい 

○ 歩道や自転車道が整備されておらず通

行しづらい、自動車が危険に感じる 

○ 歩道や自転車道が整備されておらず通

行しづらい、自動車が危険に感じる 

○ 歩行者や自転車の交通量が多く通行し

にくい 
○ 歩道や自転車道が整備されておらず通

行しづらい、自動車が危険に感じる 

● 自動車が混雑している 
● 草津駅口交差点を起点した慢性

的な交通渋滞（特に雨天時） 

● 自動車が混雑している 
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○ バス待ち行列による通行者・通学者への通行阻害 
● 自動車が混雑している 
● 雨の日の自動車の混雑が激しい 
● 駐停車の自動車が多く、通行の邪魔になる 
● 送迎車による公共交通機関への通行阻害 

○ 歩行者や自転車の交通量が多く通行しにくい 
● 雨の日の自動車の混雑が激しい 
● 駐停車の自動車が多く、通行の邪魔になる 

○ 歩行者や自転車の交通量が多く通行しにくい 
● 自動車が混雑している 
● 雨の日の自動車の混雑が激しい 
● 野路町交差点を起点した慢性的な交通渋滞（特に雨天時） 

○ 信号の待ち時間が長く感

じる 
● 慢性的な交通渋滞（特に

雨天時） 

○ 歩行者や自転車の交通量が多く通行しにくい 
● 信号の待ち時間が長く感じる 
● 自動車が混雑している 
● 雨の日の自動車の混雑が激しい 
● 駐停車の自動車が多く、通行の邪魔になる 

○ 信号の待ち時間が長く感

じる 

○ 歩行者や自転車の交通量が多く通行しにくい 
● 信号の待ち時間が長く感じる 
● 自動車が混雑している 
● 雨の日の自動車の混雑が激しい 
● 野路南交差点を起点とした慢性的な交通渋滞

（特に雨天時） 

○ 歩道や自転車道が整備されておらず通行

しづらい、自動車が危険に感じる 
● 自動車が混雑している 

南草津駅周辺問題箇所 

○：歩行者・自転車関連 

●：自動車関連 

：駅西の問題箇所 

：駅東の問題箇所 
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第5章 改善対策案の提案 

5-1 改善対策案検討の方向性 

5-1-1 全体の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 課題と改善対策案検討の方向性 

課題：草津駅／南草津駅周辺の交通混雑（駅から国道１号間の渋滞）の解消 

○要因 

 国道１号の交通量が過多。信号交差点では主方向の国道１号側の交通処理がメイ

ン。駅からの従方向の交通量が信号交差点で時間内に裁けない。加えて、従方向路

線の右左折車線長の不足や国道１号側の先づまりなども要因。 

 また、駅から国道１号までの経路が限定的。抜ける道路が少ない。 

 ロータリーの機能性・効率性が低く、交通量を捌ききれていない。 等 

○解決策 

 道路整備による十分な交通容量の確保 

⇒道路整備による容量確保、経路確保が抜本的で効果的な対策 

⇒都市計画道路宮町若竹線の整備も対策案として挙げられる 

⇒しかし、対象地域の土地利用状況・道路計画を踏まえると短期的な実現は困難 

⇒また、山手幹線（H35 年度予定）整備後の国道 1号の状況を確認後に要検討 

 

 自動車交通量の抑制 

⇒一般的には公共交通の利用促進、モビリティ・マネジメントなどの道路利用者

の自発的な行動変容を促す対策、あるいはロードプライシング等のやや強制的

に行動変化を導く対策。後者については実施に向けてハードルが高い。 

 

○対策の方向性 

前提条件・制約条件の中で現在の交通混雑を“少しでも”緩和 

・道路等の運用の見直し ・道路の小規模な改良や整備 

・信号機運用の見直し  ・（公共交通の利用促進、住民や道路利用者の意識改革）

離れた場所での企業送迎バスの乗降 

○対策の方向性 

 バス利用者数に応じた設備の拡充 

○対策の方向性 

 ロータリーの機能性・効率性の向上 

路線バスでの長蛇の待ち行列 

課題：駅のバス待ち環境の改善 
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5-1-2 各駅東西の方向性 

(1) 草津駅東側 

交通混雑の問題に関しては、国道１号との交差点において従方向（草津駅方面）からの流入交通

量が処理できていないことが要因である。 

対策としては、当該区間を利用する通過交通の排除、国道１号までの区間において多様な経路の

確保が考えられるが、そのためには新たな道路整備が必要となる。しかし、現在の道路計画や土地

利用状況を踏まえると、新たな道路整備等をこのエリアで短期的に行うことは困難である。長期的

には、宮町若竹線の整備により国道１号へのアクセス経路を増やすことで交通量の分散を図ったり、

国道１号バイパス整備後の国道１号の交通量の減少により国道１号側の青時間比を短くすること

で従方向の処理能力を拡大させること等は可能になる。 

道路整備による交通容量を増やすことが難しいとなると、交通量を少しでも減らす必要がある。

駅周辺の道路を利用している自動車交通量の総量抑制である。その方策として、やや強制力をもっ

て交通量の削減を図る方法（ロード・プライシング）、ソフト対策として徐々に交通量の削減を図

る方法（モビリティ・マネジメント）があるが、これらの対策も実効性の面等から即座に効果を上

げることは難しい。公共交通の利便性を高めて、自動車から公共交通への転換を促す方策もあり、

これらは前述の対策よりは現実的である。 

したがって、道路側の改善方策としては、前提条件を踏まえながら道路等の運用の見直しや道路

の小規模な整備を行い、現在の交通混雑を“少しでも”緩和することが方向性となる。合わせて、

公共交通を優先させるなど、自動車から公共交通への転換方策も合わせて実施することが有効な対

策といえる。 

また、東口ロータリーについては、一般車両の乗降スペースが活用できていないことや、企業送

迎車両が駅から離れた場所で乗車されている実態もあることから、これに対応すべく方策を検討す

る。 

(2) 草津駅西側 

雨天時に多くの送迎車両が集中することによる混雑が問題となっていることから、一般車両スペ

ースの確保や草津駅西口の交差点の運用の見直しを検討する。 

(3) 南草津駅東側 

草津駅と同様に、国道１号にかかる交差点において従方向からの流入交通量が処理できていない

ことが混雑の要因である。駅から国道１号までの区間が狭く、混雑が駅東口にまで及んでいる。駅

から国道１号までの間に交通を分散するための道路整備が困難であるため、草津駅東側と同様に、

現在の交通混雑を少しでも緩和する方策や公共交通を優先させる対策案について検討を行う。 

(4) 南草津駅西側 

南草津駅東側の課題解決に資する西側の対応策や、プリムタウン整備後の課題を踏まえた検討を

行う。 
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5-2 草津駅、南草津駅の改善対策案について 

5-2-1 改善対策案の一覧 

草津駅、南草津駅における対策案とその概要について、一覧表にて整理した。各対策案の詳細な

内容および問題点、実現に向けた可能性は次節以降で述べる。 

 

表 5-1 草津駅東口の対策案（１） 

対策名 

関連交差点 
概要 

①草津停車場線国道大路交差点

での右折レーンの延長 

E5 国道大路交差点 

E4 大路 2交差点 

 

・ 国道大路交差点の草津停車場線から国道１号への右折レー

ンの延長 

・ 右折レーンを大路二丁目交差点まで延ばせば、大路二丁目

交差点北側の混雑も解消 

②草津停車場線国道大路交差点

の右折禁止 

E5 国道大路交差点 

E8 草津駅口交差点 

 

・ 国道大路交差点では草津停車場線側からの直進・左折方向

のみ（右折禁止規制の検討） 

・ 草津駅口交差点は現況の運用どおり（右折・左折ともに可）

③草津停車場線と草津駅前線の

一方通行化 

E5 国道大路交差点 

E7 地下道東口交差点 

E8 草津駅口交差点 

 

・ 草津停車場線と草津駅前線を一方通行 

・ 草津駅前線が駅へのアクセス、草津停車場線が駅からのイ

グレス交通を受け持つ 

・ 草津駅前線は、草津駅地下道が双方向道路のため、ローソ

ン前までは双方向、ローソン前から大路三丁目交差点まで

を一方通行 

④草津駅東アーケード商店街（草

津川トンネル～タワー111 区

間）の車両通行 

E9 TOWER111 前交差点 

 

・ 駅西側から国道１号へ抜ける東西道路（草津駅前線・山田

草津線）の自動車交通の負荷軽減を図るため、アーケード

商店街の通行を容認 

・ 商店街道路は１車線分の最低幅員のみを確保。車両、自転

車、歩行者の通行帯をカラーの路面標示とし、それぞれの

通行空間を確保し、交通安全性に配慮 

・ 大型車等の通行規制については、現状のままとする 
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表 5-2 草津駅東口の対策案（２） 

対策名 

関連交差点 
概要 

⑤東口ロータリーの運用見直し 

⑤－１ 現況ベース改良案 

E6 草津駅東口ﾛｰﾀﾘｰ交差点 

 

・ 現況の一般車両用スペースを改良し、待機場所を確保 

・ タクシー車両やバス車両の待機可能台数を現況並みに確

保 

・ 企業バス車両も利用できる待機場所も新たに確保 

・ 草津駅駅舎前の歩道幅の拡幅も可能（草津駅東口バス待ち

行列を解消） 

⑤東口ロータリーの運用見直し 

⑤－２ 公共交通・一般車両分

離案１  

E6 草津駅東口ﾛｰﾀﾘｰ交差点 

 

・ 駅ロータリーへの進入段階で、バス・タクシーと一般車両

とを分離。一般車両の待機スペースは５台程度 

・ 一般車両はロータリー手前よりデッキ下に進入し、乗降場

にて乗り降りを行う 

・ ロータリー進入の手前の道路からカラー舗装による誘導

対策 

・ タクシーとバスの待機場は現況並みの台数を確保 

・ 企業送迎バス車両も利用できる待機場所も新たに確保 

・ 草津駅駅舎前の歩道幅の拡幅も可能（草津駅東口バス待ち

行列を解消） 

⑤東口ロータリーの運用見直し 

⑤－３ 公共交通・一般車両分

離案２ 

E6 草津駅東口ﾛｰﾀﾘｰ交差点 

 

・ 駅ロータリーへの進入段階で、バス・タクシーと一般車両

とを分離。一般車両の待機スペースは７台程度 

・ 一般車両はロータリー手前よりデッキ下に進入し、乗降場

にて乗り降りを行う 

・ ロータリー進入の手前の道路からカラー舗装による誘導

対策 

・ タクシーとバスの待機場は現況並みの台数を確保 

・ 企業送迎バス車両も利用できる待機場所も新たに確保 

・ 草津駅駅舎前の歩道幅の拡幅は難しい 

⑤東口ロータリーの運用見直し 

⑤－４ 公共交通優先案 

E6 草津駅東口ﾛｰﾀﾘｰ交差点 

・ 駅ロータリーに一般車両を進入させない案。バスバースが

２箇所追加。 

・ タクシー待機台数は 30 台 

・ 草津駅駅舎前の歩道幅の拡幅が可能（草津駅東口バス待ち

行列を解消） 

⑥再開発後退線を活用した企業用

送迎バスの乗降場所の確保 

E6 草津駅東口ﾛｰﾀﾘｰ交差点 

・ 駅前再開発において敷地境界線のセットバックにより生

じた道路空間を企業用送迎バスの乗降場として利用 
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表 5-3 草津駅西口の対策案 

対策名 

関連交差点 
概要 

①西口ロータリーの運用見直し 

①－１ 公共交通・一般車両分

離案１ 

W4 草津駅西口ﾛｰﾀﾘｰ交差点 

W5 草津駅西口交差点 

・ 駅ロータリーへの進入段階で、バス・タクシーと一般車両

とを分離。一般車両の待機スペースは４台程度 

・ 一般車両はロータリー手前より進入し、乗降場にて乗り降

りを行う 

・ 可能な範囲でのカラー舗装による誘導対策 

・ タクシーとバスの待機場は現況並みの台数を確保 

・ モニュメントは撤去 

①西口ロータリーの運用見直し 

①－２ 公共交通・一般車両分

離案２ 

W4 草津駅西口ﾛｰﾀﾘｰ交差点 

W5 草津駅西口交差点 

・ 駅ロータリーへの進入段階で、バス・タクシーと一般車両

とを分離。一般車両の待機スペースは 10 台程度 

・ 一般車両はロータリー手前より進入し、乗降場にて乗り降

りを行う 

・ 可能な範囲でのカラー舗装による誘導対策 

・ タクシーとバスの待機場は現況並みの台数を確保 

・ モニュメントは撤去 

②駅西口交差点の信号機運用見直

し 

 

W5 草津駅西口交差点 

・ （仮称）草津駅西口交差点において歩行者利用が多いこと

から、同交差点での歩車分離式信号機の導入を検討 

 

 

表 5-4 南草津駅東口・西口の対策案 

対策名 

関連交差点 
概要 

①南草津駅中央線野路南交差点

での右折レーンの延長と周辺

整備 

E5 地下道東口交差点 

E6 野路南交差点 

・ 右折車両台数に対する右折レーン長不足により、右折レー

ンをさらに南草津駅側へ延長 

・ 右折レーンの延長のため、ゼブラゾーン区間の廃止や西友

入口付近交差点での右折禁止の物理的な措置 

②大津草津線野路町交差点での

左折レーンの延長または信号

時間見直し 

E1 野路町交差点 

E2 南草津駅口交差点 

・ 野路町交差点での大津草津線側からの左折レーンの延長 

・ 国道１号と大津草津線の青時間比の見直しの検討 

③東口ロータリーの一般車両の

利用規制（と西口ロータリーの

一般車両スペースの拡大） 

E4 南草津駅東口交差点 

W4 南草津駅西口交差点 

・ 東口ロータリーの一般車両の利用を規制し、西口ロータリ

ーに誘導 

・ 西口ロータリーの一般車両用のスペースを確保（東口から

の転換対応） 

・ バスやタクシーののりば等の変更はなし 
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④東口ロータリーと西口ロータ

リーの機能分担 

E4 南草津駅東口交差点 

W4 南草津駅西口交差点 

・ 東口ロータリーを公共交通（バス・タクシー）のみの利用、

西口ロータリーを一般車両（および一部タクシー）のみの

利用とする機能分担 

⑤路線バス専用レーンの整備 

E1 野路町交差点 

E2 南草津駅口交差点 

E4 南草津駅東口交差点 

E5 地下道東口交差点 

E6 野路南交差点 

・ 公共交通の優先を明確に打ち出すために、駅東口ロータリ

ーから国道１号（あるいは京滋バイパス）までの区間に駅

発の路線バスのための専用レーンを整備 

⑥南草津駅東口バス待ち行列解

消策 

・ 学生等によるバス待ち行列が南草津駅舎階段まで伸びるこ

とがあり、小学校の登校児童と交錯する問題が発生。特に

雨の日は上屋を利用するため、行列が悪化 

・ 現在の１列に２人程度の幅の上屋（コリドール）を幅広い

タイプに改修。雨の日でも１列に４～５人程度並べるよう

にする。（※南草津駅から南草津駐車場へつながる通路上

に設置している上屋を参考） 

⑦南草津駅西口への新たな駐輪

場整備 

・ プリムタウンによる人口増加に対応するために新たな駐輪

場を整備 
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5-2-2 草津駅東口の対策案 

(1) 対策案①：草津停車場線国道大路交差点での右折レーンの延長 

概 要 

・ 国道大路交差点の草津停車場線から国道１号への右折レーンの延長 

・ 右折レーンを大路二丁目交差点まで延ばせば、大路二丁目交差点北側の混雑も解消 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

図 5-2 対策案①の位置および周辺の方向別交通量図 
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問 題 点 

・ 一部用地買収が必要。用地買収に関する過去の経緯の考慮も必要 ア 

・ 大路二丁目交差点のビル手前までしか右折レーンの延長はできない イ 

・ 自転車安全安心利用促進計画による青矢羽根の路面標示、エプロン（Ｌ型側溝）の改良等と 

調整が必要 ウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-3 対策案①の問題箇所 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 用地買収 

・ 拡幅工事、右折レーン・路面標示の設置 

 

実現に向けた可能性 

・ 用地買収ができれば実施可能 
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(2) 対策案②：草津停車場線国道大路交差点の右折禁止 

概 要 

・ 国道大路交差点では草津停車場線側からの直進・左折方向のみ（右折禁止規制の検討） 

・ 草津駅口交差点は現況の運用どおり（右折・左折ともに可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-4 対策案②の位置および周辺の方向別交通量図 
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問 題 点 

・ ドライバーへの情報提供の徹底。規制標識の設置だけでなく物理的な対策の検討も必要 

・ 草津停車場線と草津駅前線の間を行き交う交通量増加への対応（渋川交差点等での右折 

誘導）エ オ 

・ 宮町若竹線は通学路でもあり、安全確保が必要 オ 

・ 草津第二小学校前の信号設置は困難（円滑性、従道路の交通量が少ない） カ 

・ 草津駅口交差点の右折先の国道１号が混雑したときの右折交通処理（大路三丁目交差点 

も合わせた検討が必要） キ 

・ 国道大路交差点の草津停車場線の対向右折交通量の右折時間の確保の検討 ク 

 大路二丁目交差点～草津署前の栗東方面から草津駅方面へ向かう交通処理（幅員狭く交差 

点形状にも難あり） サ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-5 対策案②の問題箇所 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 路面標示の設置、標識・案内板の設置、右左折禁止のための物理的な対策 

・ 信号機の設置・運用見直しの検討 

・ 住民・道路利用者等への周知・広報 

 

実現に向けた可能性 

・ 住民の合意、安全性と円滑性確保の対策について関係機関の合意が得られれば実施可能 
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(3) 対策案③：草津停車場線と草津駅前線の一方通行化 

概 要 

・ 草津停車場線と草津駅前線を一方通行 

・ 草津駅前線が駅へのアクセス、草津停車場線が駅からのイグレス交通を受け持つ 

・ 草津駅前線は、草津駅地下道が双方向道路のため、ローソン前までは双方向、ローソン前 

から大路三丁目交差点までを一方通行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-6 対策案③の位置および周辺の方向別交通量図 
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問 題 点 

・ ドライバーへの情報提供の徹底。規制標識の設置だけでなく物理的な対策の検討も必要 

・ 草津駅口交差点の国道１号栗東方面から草津駅方面への右折交通量のさらなる増加への 

対応 ケ 

・ 草津駅口交差点の国道１号大津方面から草津駅方面への左折交通量増加への対応 コ 

・ 国道１号へのアクセス性が一部において低くなることへの地元住民の理解 

・ 大路二丁目交差点～草津署前の栗東方面から草津駅方面へ向かう交通処理（幅員狭く交差 

点形状にも難あり） サ 

・ 二輪車の扱い（自転車は双方向の通行が可能） 

・ マーメイドシティ草津北側の大路こども園建設計画では、園へ入る場合は宮町若竹線から 

の左折のみ、園から草津停車場線へ出る場合も左折のみとしている ウ オ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-7 対策案③の問題箇所 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 路面標示の設置、標識・案内板の設置、右左折禁止のための物理的な対策 

・ 信号機の運用見直しの検討 

・ 住民・道路利用者等への周知・広報 

 

実現に向けた可能性 

・ 住民の合意、安全性と円滑性確保の対策について関係機関の合意が得られれば実施可能 
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(4) 対策案④：草津駅東アーケード商店街（草津川トンネル～タワー111 区間）の車両通行 

概 要 

・ 駅西側から国道１号へ抜ける東西道路（草津駅前線・山田草津線）の自動車交通の負荷軽減 

を図るため、アーケード商店街の通行を容認 

・ 商店街道路は１車線分の最低幅員のみを確保。車両、自転車、歩行者の通行帯をカラーの 

路面標示とし、それぞれの通行空間を確保し、交通安全性に配慮 

・ 大型車等の通行規制については、現状のままとする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-8 対策案④の位置および周辺の方向別交通量図 
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問 題 点 

・ アーケード商店街は、歩行者や自転車の通行量が多く、十分な安全性の確保が必要 

・ 下笠大路井線は既にカラー舗装等を施し、生活道路として位置付けられている ス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-9 対策案④の問題箇所 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 路面標示・案内板等の設置 

 

実現に向けた可能性 

・ 実施可能 
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(5) 対策案⑤：東口ロータリーの運用見直し 

1) 対策案⑤－１：現況ベース改良案 

概 要 

・ 現況の一般車両用スペースを改良し、待機場所を確保 

・ タクシー車両やバス車両の待機可能台数を現況並みに確保 

・ 企業送迎バス車両も利用できる待機場所も新たに確保 

・ 草津駅駅舎前の歩道幅の拡幅も可能（草津駅東口バス待ち行列を解消） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-10 対策案⑤－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-11 対策案⑤－１の周辺の方向別交通量図 
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問 題 点 

・ 駅舎前道路を一般車両が通行できるため、現況と変わらず本線上での乗降を行う一般車両の 

発生 

・ タクシー車両と一般車両の待機場所からの出口が同じであるため、交錯が予想 

・ 待機場所から本線に合流する際の左後方確認の視界が不十分 

・ 一般車両待機場所の出口近くで乗降した場合、駅舎前道路を人が横断する危険性がある 

・ ロータリー内にはＪＲ所有用地も含まれているため、ＪＲとの協議が必要 

・ 一般車両の待機場所が適切に利用されるように周知の徹底が必要 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 植栽・ブロック等の撤去 

・ カラー舗装、路面標示の設置 

・ 一般車両待機場所の設置 

・ 住民・道路利用者等への周知・広報 

 

実現に向けた可能性 

・ 安全性の確保、関係機関の合意が得られれば実施可能 
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2) 対策案⑤－２：公共交通・一般車両分離案１ 

概 要 

・ 駅ロータリーへの進入段階で、バス・タクシーと一般車両とを分離。一般車両の待機スペ 

  ースは５台程度 

・ 一般車両はロータリー手前よりデッキ下に進入し、乗降場にて乗り降りを行う 

・ ロータリー進入の手前の道路からカラー舗装による誘導対策 

・ タクシーとバスの待機場は現況並みの台数を確保 

・ 企業送迎バス車両も利用できる待機場所も新たに確保 

・ 草津駅駅舎前の歩道幅の拡幅も可能（草津駅東口バス待ち行列を解消） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-12 対策案⑤－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-13 対策案⑤－２の周辺の方向別交通量図 
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問 題 点 

・ 一般車両の待機スペースが５台程度であり、収容量は少ない。そのため、ロータリー手前か 

ら渋滞する恐れもあるが、一方で、一般車両の利用を不便にすることで、長時間駐車の回避 

や交通量を減らす狙いもある 

・ 駅舎前道路を人が横断する危険性がある 

・ ロータリー内にはＪＲの所有用地も含まれているため、ＪＲとの協議が必要 

・ 供用開始後に周辺道路において新たな交通混雑が発生した場合への対応 

・ 一般車両の待機場所が適切に利用されるように周知の徹底が必要 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 植栽・ブロック等の撤去 

・ カラー舗装、路面標示の設置 

・ 一般車両待機場所の設置 

・ 住民・道路利用者等への周知・広報 

 

実現に向けた可能性 

・ 安全性の確保、関係機関の合意が得られれば実施可能 
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3) 対策案⑤－３：公共交通・一般車両分離案２ 

概 要 

・ 駅ロータリーへの進入段階で、バス・タクシーと一般車両とを分離。一般車両の待機スペ 

ースは７台程度 

・ 一般車両はロータリー手前よりデッキ下に進入し、乗降場にて乗り降りを行う 

・ ロータリー進入の手前の道路からカラー舗装による誘導対策 

・ タクシーとバスの待機場は現況並みの台数を確保 

・ 企業送迎バス車両も利用できる待機場所も新たに確保 

・ 草津駅駅舎前の歩道幅の拡幅は難しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-14 対策案⑤－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-15 対策案⑤－３の周辺の方向別交通量図 
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問 題 点 

・ 一般車両の待機スペースが７台程度確保するも収容量は十分とはいえない。そのため、ロー 

タリー手前から渋滞する恐れもあるが、一方で、一般車両の利用を不便にすることで、長時 

間駐車の回避や交通量を減らす狙いもある 

・ （右ハンドル車の場合）一般乗降場の左側停車をした場合、同乗者の降車時に注意が必要 

・ ロータリー内にはＪＲの所有用地も含まれているため、ＪＲとの協議が必要 

・ 供用開始後に周辺道路において新たな交通混雑が発生した場合への対応 

・ 一般車両の待機場所が適切に利用されるように周知の徹底が必要 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 植栽・ブロック等の撤去 

・ カラー舗装、路面標示の設置 

・ 一般車両待機場所の設置 

・ 住民・道路利用者等への周知・広報 

 

実現に向けた可能性 

・ 安全性の確保、関係機関の合意が得られれば実施可能 
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4) 対策案⑤－４：公共交通優先案 

概 要 

・ 駅ロータリーに一般車両を進入させない案。バスバースが２箇所追加 

・ タクシー待機台数は３０台 

・ 草津駅駅舎前の歩道幅の拡幅が可能（草津駅東口バス待ち行列を解消） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-16 対策案⑤－４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-17 対策案⑤－４の周辺の方向別交通量図 
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問 題 点 

・ ルールを無視した一般車両の駅ロータリーへの進入 

・ ロータリー進入手前の道路上での一般車両の乗降停車に伴う交通渋滞の発生および道路 

  利用者の交通安全性の低下 

・ 新設バスのりばへの２階デッキを経由しない平面移動の確保の検討 

・ 一般車両はロータリー進入手前で左折しなければならないことから、供用開始後に周辺道 

  路において新たな交通混雑の発生および交通安全性の低下 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 植栽・ブロック等の撤去 

・ カラー舗装、路面標示の設置 

・ 住民・道路利用者等への周知・広報 

 

実現に向けた可能性 

・ 駅勢圏住民の合意、周辺道路の円滑性確保や進入防止策について関係者の合意が得られれ 

ば実施可能 
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(6) 対策案⑥：再開発後退線を活用した企業用送迎バスの乗降場所の確保 

概 要 

・ 駅前再開発において敷地境界線のセットバックにより生じた道路空間を企業用送迎バス 

の乗降場として利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-18 対策案⑥の位置および周辺の方向別交通量図 
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問 題 点 

・ セットバックして生じる用地を送迎スペースとして利用することへの地元や周辺事業者の 

理解、道路管理者との協議が必要 

・ TOWER111 の北側道路の通行規制（一方通行）の検討 ソ 

・ 再開発事業終了までに時間を要する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-19 対策案⑥の問題箇所 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ カラー舗装、路面標示の設置 

・ 標識の設置 

 

実現に向けた可能性 

・ 安全性の確保、関係機関の合意が得られれば実施可能 
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5-2-3 草津駅西口の対策案 

(1) 対策案①：西口ロータリーの運用見直し 

1) 対策案①－１：公共交通・一般車両分離案１ 

概 要 

・ 駅ロータリーへの進入段階で、バス・タクシーと一般車両とを分離。一般車両の待機スペー 

スは４台程度 

・ 一般車両はロータリー手前より進入し、乗降場にて乗り降りを行う 

・ 可能な範囲でのカラー舗装による誘導対策 

・ タクシーとバスの待機場は現況並みの台数を確保 

・ モニュメントは撤去 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-20 対策案①－１ 
 
 

 

 

 

 

 

 

図 5-21 対策案①－１の周辺の方向別交通量図 
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問 題 点 

・ 一般車両の待機スペースが４台程度であり、収容量は少ない。そのため、ロータリー手前か 

ら渋滞する恐れもあるが、一方で、一般車両の利用を不便にすることで、長時間駐車の回避 

や交通量を減らす狙いもある 

・ 一般車両乗降場の北側から道路を横断して駅等を利用することへの安全性 

・ カーブ付近での横断歩道設置に対する安全性 

・ 身障者用車両は一般車両扱いになるため、身障者用スペースの位置は要検討（エレベータ、 

エスカレータからの距離や、一般乗降場に設置する場合の道路横断の安全性） 

・ 供用開始後に、周辺道路において新たな交通混雑が発生した場合への対応 

・ 一般車両の待機場所が適切に利用されるように周知の徹底が必要 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 植栽・ブロック・モニュメント等の撤去・移設 

・ カラー舗装、路面標示の設置 

・ 一般車両待機場所の設置 

・ 住民・道路利用者等への周知・広報 

 

実現に向けた可能性 

・ 安全性の確保、関係機関の合意が得られれば実施可能 
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1) 対策案①－２：公共交通・一般車両分離案２ 

概 要 

・ 駅ロータリーへの進入段階で、バス・タクシーと一般車両とを分離。一般車両の待機スペー 

スは 10 台程度 

・ 一般車両はロータリー手前より進入し、乗降場にて乗り降りを行う 

・ 可能な範囲でのカラー舗装による誘導対策 

・ タクシーとバスの待機場は現況並みの台数を確保 

・ モニュメントは撤去 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-22 対策案①－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-23 対策案①－２の周辺の方向別交通量図 
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問 題 点 

・ （右ハンドルの場合）一般乗降場の左側停車をした場合、同乗者の降車時に注意が必要 

・ 一般車両乗降場の北側から道路を横断して駅等を利用することへの安全性 

・ 身障者用車両は一般車両扱いになるため、身障者用スペースの位置は要検討（エレベータ、 

エスカレータからの距離や、一般乗降場に設置する場合の道路横断の安全性） 

・ 供用開始後に、周辺道路において新たな交通混雑が発生した場合への対応 

・ 北方面に繋がる道路については、現在、駅ロータリー方面への一方通行規制となっているが、 

一般車両の駅ロータリーへの進入抑止や、横断歩行者の安全性を考慮した場合、北方面へ 

の一方通行規制や、４輪通行止め規制等の検討も必要 

・ 一般車両の待機場所が適切に利用されるように周知の徹底が必要 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 植栽・ブロック・モニュメント等の撤去・移設 

・ カラー舗装、路面標示の設置 

・ 一般車両待機場所の設置 

・ 標識・案内板の設置 

・ 住民・道路利用者等への周知・広報 

 

実現に向けた可能性 

・ 安全性の確保、関係機関の合意が得られれば実施可能 
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(2) 対策案②：駅西口交差点の信号機運用の見直し 

概 要 

・ （仮称）草津駅西口交差点において歩行者利用が多いことから、同交差点での歩車分離式 

信号機の導入を検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-24 対策案② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-25 対策案②の周辺の方向別交通量図 
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問 題 点 

・ A スクエア前道路における歩行者の乱横断対策 

・ 歩車分離式にする場合、多くの歩行者が利用する信号待機スペースが必要 

・ 自動車の青信号通行時間縮小による新たな交通混雑が発生した場合への対応 

・ 歩道整備のための権利者交渉等の調整が必要 

・ 歩道整備後に歩車分離式信号の検討をした方が望ましい 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 信号機の運用見直しの検討 

・ 一部交差点の改良（信号待ち溜まりの確保） 

・ 住民・道路利用者等への周知・広報 

 

実現に向けた可能性 

・ 安全性の確保、関係機関の合意が得られれば実施可能（歩道整備後の状況をみて判断） 
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5-2-4 南草津駅東口・西口の対策案 

(1) 対策案①：南草津駅中央線野路南交差点での右折レーンの延長と周辺整備 

概 要 

・ 右折車両台数に対する右折レーン長不足により、右折レーンをさらに南草津駅側へ延長 

・ 右折レーンの延長のため、ゼブラゾーン区間の廃止や西友入口付近交差点での右折禁止の物 

理的な措置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-26 対策案①の位置と問題箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-27 対策案①の周辺の方向別交通量図 
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問 題 点 

・ 右折レーン延長に関して、西友入口付近交差点での物理的な右折禁止対策が絶対に必要。そ 

のためには、地元住民や西友駐車場の運用見直しなどの理解と協力も絶対に必要。野路バス 

停の移設検討も必要 

・ 歩道幅員の縮小など道路空間の再配分が必要 

・ 南草津駅中央線は土地区画整理事業の補助金を用いて築造されており、道路構造の大きな変 

更は不可 

・ 周辺の渋滞要因である野路バス停の位置や西友駐車場の利用対策の検討が必要 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 路面標示の設置 

・ 西友入口付近交差点における物理的な対策 

・ 必要に応じたバス停の移設、西友駐車場の運用見直し 

 

実現に向けた可能性 

・ 住民や店舗、安全性確保に対する関係者の合意が得られれば実施可能 
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(2) 対策案②：大津草津線野路町交差点での左折レーンの延長または信号時間見直し 

概 要 

・ 野路町交差点での大津草津線側からの左折レーンの延長 

・ 国道１号と大津草津線の青時間比の見直しの検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-28 対策案②の位置と問題箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-29 対策案②の周辺の方向別交通量図 
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問 題 点 

・ 左折レーン延長に関して、野路北口バス停付近交差点での物理的な右折禁止対策が絶対に必 

要。そのためには、地元住民の理解と協力も必要。特に大津草津線より北側の区画では、南 

草津駅方面への合流が難しくなる。また、野路北口バス停の移設検討も必要 

・ 信号スプリット（各現示に割り当てられる時間）の見直しについては、制御プログラムの変 

 更と合わせて隣接信号機の設定も変更しなければならないので容易ではない。また、主方向 

 はあくまで国道 1号であり、従方向の青時間延長により国道１号の円滑化に支障が出る。 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 路面標示の設置 

・ 野路北口バス停付近交差点における物理的な対策 

・ 必要に応じたバス停の移設 

・ 信号機の運用見直しの検討 

 

実現に向けた可能性 

・ 住民や安全性確保に対する関係機関の合意が得られれば実施可能 
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(3) 対策案③：東口ロータリーの一般車両の利用規制（と西口ロータリーの一般車両スペースの拡大） 

概 要 

・ 東口ロータリーの一般車両の利用を規制し、西口ロータリーに誘導 

・ 西口ロータリーの一般車両用のスペースを確保（東口からの転換対応） 

・ バスやタクシーののりば等の変更はなし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-30 対策案③の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

図 5-31 対策案③（西口ロータリー） 

 

 

 

 

 

 

図 5-32 対策案③の周辺の方向別交通量図 
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図 5-33 南草津駅利用者の駅利用規制時の自動車利用（駅利用者アンケート結果より） 

 

問 題 点 

・ ルールを無視した一般車両の東口ロータリーの利用 

・ 規制の周知徹底が必要（物理的な対策が可能なら講じるべき） 

・ 規制に時間帯制限を設けるか否かの検討 

・ 道交法上の進入禁止規制措置を取った場合、駅前交番やロータリー周辺店舗を利用する一般 

車両も交通違反となる 

・ 規制開始後に周辺道路において新たな交通混雑が発生した場合の対応 

・ 駅前広場改修のため、別途管理者等と十分な協議が必要（特に地下埋設物関係） 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 駅西口ロータリーの植栽・ブロックの撤去、路面標示の設置 

・ 誘導のための標識・案内板・路面標示等の設置 

・ 住民・道路利用者等への周知・広報 

 

実現に向けた可能性 

・ 周辺道路の円滑性確保や進入防止策に対する関係機関の合意と、駅勢圏住民の理解が一定得 

られれば実施可能 

 

28.4

21.6

14.7

26.7

26.7

0.0

21.6

29.3

56.9

3.4

3.4

6.0

18.1

17.2

14.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東側

西側

東西

影響なし、今まで通り自動車利用

反対側ロータリーを利用

手前で下車し、駅まで歩く

自動車利用をやめる

他の駅を利用する

その他

不明



 

 

 

(4)  

 5-34  

 5-35  5-36  

 

 

 

 

 

 

 

 5-37

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

－162－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-38 南草津駅利用者の駅利用規制時の自動車利用（駅利用者アンケート結果より） 

 

問 題 点 

・ ルールを無視した一般車両の東口ロータリーの利用 

・ 規制の周知徹底が必要（物理的な対策が可能なら講じるべき） 

・ 駅前交番やロータリー周辺店舗を利用する一般車両の対応検討 

・ 規制開始後に周辺道路において新たな交通混雑が発生した場合の対応 

・ 東口ロータリーでのバス待ち行列の対策、西口バスのりば移設に伴う適切な配置 

・ 西側方面のバス利用者への適切な誘導 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 住民・道路利用者だけでなく、市民全般などの広域的な周知・広報の徹底 

・ 駅ロータリーの路面標示の改修 

・ 誘導のための標識・案内板・路面標示等の設置 

 

実現に向けた可能性 

・ 周辺道路の円滑性確保や進入防止策に対する関係機関の合意と、市民への理解が一定得られ 

れば実施可能 
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手前で下車し、駅まで歩く

自動車利用をやめる

他の駅を利用する

その他
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(5) 対策案⑤：路線バス専用レーンの整備 

概 要 

・ 公共交通の優先を明確に打ち出すために、駅東口ロータリーから国道１号（あるいは京滋バ 

イパス）までの区間に駅発の路線バスのための専用レーンを整備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-39 対策案⑤の位置       図 5-40 対策案⑤の周辺の方向別交通量図 

 

野路南

交差点

野路町

交差点

南山田 

交差点 

（仮称）地下道東口 

交差点 

⑤路線バス専用レーンの整備 

南草津駅中央線

国道１号大津方面 

国道１号栗東方面 

単位：台/２ｈ 
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問 題 点 

・ 専用レーンを確保するためには道路空間の再配分、また必要に応じて用地買収による道路の 

拡幅が必要（必須条件） 

・ バリアフリー化の整備に伴う歩道幅員や自転車通行空間の確保も必要 

・ 大津草津線の野路北口バス停留所、南草津駅中央線の野路バス停留所など、既存のバス停留 

所の撤去や移設が必要 

・ 専用レーンとして使用する車線位置について、道路交通への影響を踏まえた検討が必要。 

また影響を排除するための対策の検討や道路利用者等への取り組みに関する理解と合意が 

必要 

・ 専用レーンの設置は、ネットワークの連続性を担保する必要があるため、連続する国道や県 

道への専用レーンの設置について、国や県との事前合意を得られた上での取組となる 

・ 専用レーン設置後に周辺道路において新たな交通混雑が発生した場合への対応 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 必要に応じた用地買収、拡幅工事 

・ 路面標示の設置（バス専用レーンのカラー舗装の検討） 

・ 誘導のための標識・案内板・路面標示等の設置 

・ 信号機の運用見直しの検討 

・ 住民・道路利用者への周知・広報 

 

実現に向けた可能性 

・ 道路交通への影響、空間の確保、住民の合意、安全性と円滑性確保の対策について関係者等 

  の合意が得られれば実施可能 
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(6) 対策案⑥：南草津駅東口バス待ち行列解消策 

概 要 

・ 学生等によるバス待ち行列が南草津駅舎階段まで伸びることがあり、小学校の登校児童と交 

錯する問題が発生。特に雨の日は上屋を利用するため、行列が悪化 

・ 現在の１列に２人程度の幅の上屋（コリドール）を幅広いタイプに改修。雨の日でも１列に 

４～５人程度並べるようにする。（※南草津駅から南草津駐車場へつながる通路上に設置し 

ている上屋を参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-41 対策案⑥の位置 

 

問 題 点 

・ 幅広いタイプへの改修は可能であるが、支柱の位置や数、また色彩等といった視覚障害者へ 

の配慮が必要 

・ 上屋を広げたことにより、上屋からはみ出たバス待ち利用者による一般通行者への通行阻害 

 への懸念 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 上屋の設置 

・ 誘導のための案内板の設置 

 

実現に向けた可能性 

・ 関係者の合意が得られれば実施可能 

⑥南草津駅東口バス

待ち行列解消策
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(7) 対策案⑦：南草津駅西口への新たな駐輪場整備 

概 要 

・ プリムタウンによる人口増加に対応するために新たな駐輪場を整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 点 

・ 駐車場整備の方針、規模、設置場所、運用方法等の具体的な内容の検討 

・ プリムタウンの入居予定戸数約 1,090 戸に対して、想定される自転車利用台数は約 100 台※1 

※１：プリムタウンの入居予定戸数 1,090戸×世帯あたり人口 2.34人※2×鉄道利用割合 14.3％※3×自転車利用

分担率 28.4％※4＝104台 （住宅地の立地特性等を踏まえると、この値以上の台数となる可能性有り） 

※２：人口 131,665÷世帯数 56,246（草津市 H29.2 実績） 

※３：H12PT 調査結果（草津市南部１ゾーン分担率）H15年度草津市バス交通検討調査業務報告書P18 

※４：H22PT 調査結果（距離帯別の代表交通手段）草津市都市交通マスタープラン P20 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 駐輪場整備 

・ 案内板の設置 

・ 住民等への周知・広報 

 

実現に向けた可能性 

・ 駐輪場整備のための予算確保や関係者の合意等が得られれば実施可能 

 

⑦南草津駅西口の新

たな駐輪場整備

自転車進入方向
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5-3 交通シミュレーションの実施 

5-3-1 交通シミュレーションの概要 

前項で整理した対策案の交通状況への影響把握、対策案の評価を行うために交通シミュレーショ

ンを実施する。用いた交通シミュレーションの概要は下記の通りである。 

 本業務ではドイツの PTV 社製の交通シミュレーションシステム「VISSIM」を用いた。 

 VISSIM は車両の追従モデルを用いて交通流を再現・解析するシミュレーションである。ヨー

ロッパ、北米の各国をはじめ扱いやすさや多様な交通課題にも適用可能であり、汎用性が非常

に高く、また画面上の見た目もわかりやすく、我が国でも導入事例が多く、広く普及している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-42 VISSIM の概要 

http://www4.kke.co.jp/ptv-vision/vissim_top.html 
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5-3-2 交通シミュレーションの前提条件 

(1) インプットデータ 

1) ネットワーク 

対象とするネットワークは下図に示す通りである。 

 

図 5-43 シミュレーションの対象ネットワーク図（草津駅周辺） 
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図 5-44 シミュレーションの対象ネットワーク図（南草津駅周辺） 

 

2) 交通量 

交通量データは、第３章 交通実態調査で調査した結果を用いた。調査の時間に合わせ、7 時～9

時の 10 分単位で交通量が発生・集中するように設定した。 

 

3) 信号現示および信号制御パラメータ 

信号現示および信号制御パラメータ（サイクル長、スプリット（各現示に割り当てられる時間）

等）は、第３章 交通実態調査で調査した結果を用いた。 
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5-3-3 交通シミュレーションによる効果検証と評価 

(1) 現況再現性の確認 

交通シミュレーションの妥当性・適合性のチェックのため、現況再現性の確認を行った。現況再

現を示す指標として、交差点の通過交通量を実測値とシミュレーション値で比較した。 

結果は、下記に示す通りであり、シミュレーションの再現性については問題ないと判断した。 

 

【草津駅口】
実測値：737
シミュレーション：755

【仮称：地下道東口】
実測値：736
シミュレーション：716

【大路2丁目】
実測値：780
シミュレーション：788

【大路】
実測値：840
シミュレーション：807

 

図 5-45 交差点の通過交通量の比較（草津駅周辺） 

【川の下】
実測値：1,003
シミュレーション：999

【片原】
実測値：1,022
シミュレーション：994

【仮称：キリン堂前】
実測値：958
シミュレーション：963

【南草津駅口】
実測値：801
シミュレーション：784

【野路町】
実測値：837
シミュレーション：761

【野路南】
実測値：517
シミュレーション：495

 

図 5-46 交差点の通過交通量の比較（南草津駅周辺） 
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(2) シミュレーションによる評価対象とする対策案 

シミュレーションを実施する対策案として、第 5 章 5-2 草津駅・南草津駅の改善対策案につい

てから下記の対策を対象とした。 

 

表 5-5 シミュレーションを実施する対策案 

 対象とした対策案 シミュレーション内で適用した内容 

草津駅 
対策案①：草津停車場線国道大路交差

点での右折レーンの延長 

 草津停車場線大路 2 丁目交差点付近から左

折・直進レーンと右折レーンを設けるよう

に変更 

対策案②：草津停車場線国道大路交差

点の右折禁止 

 草津停車場線国道大路交差点の右折レーン

を廃止 

南草津駅 
対策案①：南草津駅中央線野路南交差

点での右折レーンの延長と

周辺整備 

 南草津駅中央線仮称：地下道東口交差点付

近から左折・直進レーンと右折レーンを設

けるように変更 

対策案②：大津草津線野路町交差点で

の信号時間見直し 

 国道 1 号野路町交差点と野路南交差点の青

信号の時間を 1 秒短縮し、大津草津線野路

町交差点と野路南交差点の青信号の時間を

1 秒延長 

 （参考）国道 1 号野路町交差点と野路南交

差点の青信号の時間を 1 秒延長し、大津草

津線野路町交差点と野路南交差点の青信号

の時間を 1 秒短縮 

対策案③：東口ロータリーの一般車両

の利用規制 

 東口ロータリーを発着する一般車両を西口

ロータリーへ転換 
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(3) 対策案の評価 

1) 草津駅 対策案① 

 

国道大路交差点から
宮町若竹線付近まで
車列が続く

国道大路

草津駅口
 

図 5-47 草津停車場線国道大路交差点の現況再現結果 

 

右折レーンの延長に
より交差点に滞留す
る車両が減少

国道大路

草津駅口
 

図 5-48 草津停車場線国道大路交差点の右折レーン延長結果 
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国道大路交差点の通過時間

左折（現況） 直進（現況） 右折（現況） 左折（対策後） 直進（対策後） 右折（対策後）

（秒）

 

計測区間：大路 2 丁目交差点から国道大路交差点通過まで 

図 5-49 対策前後の国道大路交差点通過時間の変化 

 

対策によって、草津停車場線の信号待ち車両が滞留できる車線が増えることから、滞留長は短く

なる。また直進左折交通と右折交通が分離できることから、国道大路交差点へ流入する交通の所要

時間は 40%～60%程度減少する。 

 

 

平均所要時間（秒）
現況 66.8
対策後 24.3
現況 53.6
対策後 27.9
現況 57.1
対策後 35.6

右折

直進

左折
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2) 草津駅 対策案② 

 

国道大路交差点から
宮町若竹線付近まで
車列が続く

国道1号で右左折す

る車両が溜まり、車列
が比較的長い。

国道大路

草津駅口
 

図 5-50 草津停車場線国道大路交差点と草津駅前線草津駅口交差点の現況再現結果 

 

草津駅口交差点で右折す
る車両が集中するため、車
列が長くなっている

小柿方面からの車両で混
雑している

国道大路

草津駅口

 

図 5-51 草津停車場線国道大路交差点の右折禁止結果 
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計測区間：大路 2 丁目交差点から国道大路交差点通過まで 

図 5-52 対策前後の国道大路交差点通過時間の変化 
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（秒）

 

計測区間：草津駅口交差点の隣接西側交差点から草津駅口交差点通過まで 

図 5-53 対策前後の草津駅口交差点通過時間の変化 

 

対策によって、草津停車場線は直進と左折のみに分離されるため混雑が緩和される。左折では概

ね 20%程度所要時間が短縮される。一方で国道大路交差点の右折交通が草津駅口交差点に転換する

ため、こちらでは混雑が悪化する傾向となる。 

 

 

 

平均所要時間（秒）
現況 66.8
対策後 52.3

左折

平均所要時間（秒）
現況 132.0
対策後 213.3
現況 76.3
対策後 135.1

左折

右折
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3) 南草津駅 対策案① 

 

野路南

野路南交差点を先頭に混
雑している

 

図 5-54 南草津駅中央線野路南交差点の現況再現結果 

 

右折レーンの延長により交
差点に滞留する車両が減
少

野路南

 

図 5-55 南草津駅中央線野路南交差点の右折レーン延長の結果 
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計測区間：地下道東口交差点から野路南交差点通過まで 

図 5-56 対策前後の野路南交差点通過時間の変化 

 

 

対策によって、南草津駅中央線の信号待ち車両が滞留できる車線が増えることから、滞留長は短

くなる。ただし、野路南交差点の通過時間は大きく変化しない。要因として、通勤通学の横断者が

多く、安全確保に必要な信号時間を確保していることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

平均所要時間（秒）
現況 68.3
対策後 70.7
現況 68.1
対策後 79.7

左折

右折
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4) 南草津駅 対策案② 

 

野路町交差点を直進する
車両が多く車列が長くなっ
ている

野路町

 

図 5-57 大津草津線野路町交差点の現況再現結果 

 

大津草津線側の青信号が1

秒長くなることにより、捌け
る車両の数は増えるが、1

回で捌ききれず、現況と大
きくは変わらない

野路町

 

図 5-58 国道 1 号側の青信号を 1 秒短縮した結果 
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計測区間：野路町交差点の隣接西側交差点から野路町交差点通過まで 

図 5-59 国道 1 号側の青信号を 1 秒短縮した場合の野路町交差点通過時間の変化 

 

対策による大きな変化は見られない。なお、信号のサイクル長やスプリット（各現示に割り当て

られる時間）は、集中制御方式により交通量、渋滞長などのデータを取得して、最大限反映される

設定になっている。 

 

 

平均所要時間（秒）
現況 84.8
対策後 81.0
現況 74.6
対策後 76.3

左折

直進
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（参考） 

大津草津線側の青信号が1

秒短くなることにより、捌け
る車両の数は減少し、車列
が長くなる傾向にある 野路町

 

図 5-60 国道 1 号側の青信号を 1 秒延長した結果 
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計測区間：南草津駅口交差点北側から野路町交差点通過まで 

図 5-61 国道 1 号側の青信号を 1 秒延長した場合の野路町交差点通過時間の変化 

 

 

 

平均所要時間（秒）
現況 84.8
対策後 85.3
現況 74.6
対策後 79.9

左折

直進
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5) 南草津駅 対策案③ 

 

大きな混雑はなく、1回の信
号で処理できている。

 

図 5-62 南草津駅西口付近の現況再現結果 

 

これまで東口ロータリーに
入っていた一般車両が西
口ロータリーに廻ることによ
り、ロータリー内まで混雑し
ている。

 

図 5-63 南草津駅東口ロータリーの一般車両規制を実施した結果 
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計測区間：西口ロータリー出口からキリン堂前交差点通過まで 

図 5-64 南草津駅西口交差点からキリン堂前交差点通過に要する時間の変化 
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計測区間：西口ロータリー出口から地下道西口交差点通過まで 

図 5-65 南草津駅西口交差点から地下道西口交差点通過に要する時間の変化 

 

対策によって、西口ロータリーの出入り車両による混雑が確認される。西口ロータリーを出る車

両に着目した結果、ロータリーを出てから次の交差点を通過するまでの所要時間が最大 40%程度増

加する。 

今回、シミュレーションの前提で、東口利用の一般車両が全て西口利用に移ることを想定してい

るため、西口での混雑が顕著となる。 

 

平均所要時間（秒）
現況 57.2
対策後 75.7
現況 44.8
対策後 63.7

左折

右折

平均所要時間（秒）
現況 47.5
対策後 54.6
現況 32.4
対策後 37.7

左折

直進
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第6章 概略設計図の作成 

6-1 利用改善に向けた概略設計 

6-1-1 前提条件 

前項では、草津駅および南草津駅周辺の交通混雑（駅から国道１号間の渋滞）の解消を図るため

に対策案を検討した。 

ここではその具現化に有効な検討案について計画図を作成し、概算工事費を算定した。主な交通

混雑の改善対策案は以下のとおりである。 

【対策案】 

① 草津駅東口のロータリー改良：公共交通・一般車両分離案２ 

② 草津駅西口のロータリー改良：公共交通・一般車両分離案１ 

③ 南草津駅西口のロータリー改良：東口の利用規制に伴う西口一般車両スペースの拡大 

④ 草津駅東：国道大路交差点の右折レーン延伸（設置延長 100m） 

なお、駅前計画の駐車桝設置の条件として、以下の形状を基本とする。 

 

 
（道路構造令の解説と運用 P636） 
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6-1-2 概略計画および概算工事費 

(1) 改善対策案 

［その１：駅前ロータリーの改善］ 

①草津駅東口のロータリー改良：公共交通・一般車両分離案２ 

下記に対策案の概要と事業実施にかかる主な対応、概算工事費、撤去工費を整理した。 

 

概 要 

・ 駅ロータリーへの進入段階で、バス・タクシーと一般車両とを分離。一般車両の待機スペー 

ス７台程度 

・ 一般車両はロータリー手前よりデッキ下に進入し、乗降場にて乗り降りを行う 

・ ロータリー進入の手前の道路からカラー舗装による誘導対策 

・ タクシーとバスの待機場は現況並みの台数を確保 

・ 企業送迎バス車両も利用できる待機場所も新たに確保 

・ 草津駅駅舎前の歩道幅の拡幅は難しい 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 植栽・ブロック等の撤去 

・ カラー舗装、路面標示の設置 

・ 一般車両待機場所の設置（路面標示の設置等） 

・ 住民・道路利用者等への周知・広報 

 

対策案実施時の概算工事費（ハード整備のみ） 

・ ３６,７１１,０００円（税抜き） 

 

次頁以降に、概略平面図および概算工事費内訳書・その数量根拠を示す。 
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表 6-1 ＪＲ草津駅東口（公共交通・一般車両分離案２）の概算工事費内訳書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※昼間施工の場合 

算　　目  工　　種 種　　別 細　    目 規　 　格 単位 数　量  単価(円） 金　額 摘　要

工事費 (A)+(B)+(C)+(D) 式 36,711

　　　 　（A）  道　路　費（直接工事費） 式 19,706

a） 排 水 工 式 7,845

街渠 m 523 15,000 7,845

b） 防 護 柵 工 式 1,050

横断防止柵 m 150 7,000 1,050

c） 取 壊 し 工 式 3,384

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ撤去 m 240 600 144

歩道舗装撤去 特殊ﾌﾞﾛｯｸ m2 150 1,000 150

車道舗装撤去 m2 1,600 1,400 2,240

ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し・積込み m3 100 2,000 200

運搬費 ｺﾝｸﾘｰﾄ殻運搬 m3 100 1,500 150

廃棄処分費 産業廃棄物処理費 m3 100 5,000 500

その他 式 0

d)  舗　装　費 式 7,427

車 道 舗 装 m2 1,588 4,500 7,146

区 画 線 実線 15cm m 157 200 31

破線 15cm m 123 200 24

導流帯 15cm m 51 200 10

導流帯 45cm m 32 500 16

停止線 45cm m 17 500 8

進行方向 15cm換算 m 52 500 26

駐車枠 15cm m 832 200 166

(B) 共通仮設費 % 20 19,706 3,941

(C) 現場管理費 % 35 23,647 8,276

(D) 一般管理費 % 15 31,923 4,788

草津駅東口 (金額：千円）
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②草津駅西口のロータリー改良：公共交通・一般車両分離案１ 

下記に対策案の概要と事業実施にかかる主な対応、概算工事費、撤去工費を整理した。 

 

概 要 

・ 駅ロータリーへの進入段階で、バス・タクシーと一般車両とを分離。一般車両の待機スペー 

スは４台程度 

・ タクシーとバスの待機場は現況並みの台数を確保 

・ 一般車両はロータリー手前より進入し、乗降場にて乗り降りを行う 

・ 可能な範囲でのカラー舗装による誘導対策 

・ モニュメントは撤去 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 植栽・ブロック・モニュメント等の撤去・移設 

・ カラー舗装、路面標示の設置 

・ 一般車両待機場所の設置 

・ 住民・道路利用者等への周知・広報 

 

対策案実施時の概算工事費（ハード整備のみ） 

・ ２３，６５１,０００円（税抜き） 

 

次頁以降に、概略平面図および概算工事費内訳書・その数量根拠を示す。 
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表 6-2 ＪＲ草津駅西口（公共交通・一般車両分離案）の概算工事費内訳書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※昼間施工の場合 

算　　目  工　　種 種　　別 細　    目 規　 　格 単位 数　量  単価(円） 金　額 摘　要

工事費 (A)+(B)+(C)+(D) 式 23,651

　　　 　（A）  道　路　費（直接工事費） 式 8,813

a） 排 水 工 式 3,750

街渠 m 250 15,000 3,750

b） 防 護 柵 工 式 742

横断防止柵 m 106 7,000 742

c） 取 壊 し 工 式 977

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ撤去 m 120 600 72

歩道舗装撤去 特殊ﾌﾞﾛｯｸ m2 0 1,000 0

車道舗装撤去 m2 200 1,400 280

ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し・積込み m3 50 2,000 100

運搬費 ｺﾝｸﾘｰﾄ殻運搬 m3 50 1,500 75

廃棄処分費 産業廃棄物処理費 m3 50 5,000 250

その他 ﾓﾆｭﾒﾝﾄ移設 式 1 200,000 200

d)  舗　装　費 式 3,344

車 道 舗 装 m2 717 4,500 3,226

区 画 線 実線 15cm m 50 200 10

破線 15cm m 34 200 6

横断歩道 45cm m 10 500 5

停止線 45cm m 9 500 4

進行方向 15cm換算 m 20 500 10

駐車枠 15cm m 419 200 83

(B) 共通仮設費 % 20 8,872 1,774

(C) 現場管理費 % 35 23,647 8,276

(D) 一般管理費 % 15 31,923 4,788

概 算 工 事 費  　内 訳 書

草津駅西口 (金額：千円）
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③南草津駅西口のロータリー改良：東口の利用規制に伴う西口一般車両スペースの拡大 

下記に対策案の概要と事業実施にかかる主な対応、概算工事費、撤去工費を整理した。 

 

概 要 

・ 東口ロータリーの一般車両の利用を規制し、西口ロータリーに誘導 

・ 西口ロータリーの一般車両用のスペースを確保（東口からの転換対応） 

・ バスやタクシーののりば等の変更はなし 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 駅西口ロータリーの植栽・ブロックの撤去、路面標示の設置 

・ 誘導のための標識・案内板・路面標示等の設置 

・ 住民・道路利用者等への周知・広報 

 

対策案実施時の概略工事費（ハード整備のみ） 

・ ２９，９５８,０００円（税抜き） 

※別途、駅前広場改修に伴う埋設管等移設工事費が必要となる可能性有り 

 

次頁以降に、概略平面図および概算工事費内訳書・その数量根拠を示す。 
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表 6-3 ＪＲ南草津駅西口（西口一般車両スペースの拡大）の概算工事費内訳書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※昼間施工の場合 

算　　目  工　　種 種　　別 細　    目 規　 　格 単位 数　量  単価(円） 金　額 摘　要

工事費 (A)+(B)+(C)+(D) 式 29,958

　　　 　（A）  道　路　費 式 14,079

a） 排 水 工 式 4,455

街渠 m 297 15,000 4,455

b） 防 護 柵 工 式 574

横断防止柵 m 82 7,000 574

c） 取 壊 し 工 式 2,670

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ撤去 m 200 600 120

歩道舗装撤去 特殊ﾌﾞﾛｯｸ m2 1,000 1,000 1,000

車道舗装撤去 m2 500 1,400 700

ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し・積込み m3 100 2,000 200

運搬費 ｺﾝｸﾘｰﾄ殻運搬 m3 100 1,500 150

廃棄処分費 産業廃棄物処理費 m3 100 5,000 500

その他 式 0

d)  舗　装　費 式 6,380

車 道 舗 装 m2 1,376 4,500 6,192

区 画 線 実線 15cm m 155 200 31

破線 15cm m 89 200 17

横断歩道 45cm m 24 500 12

停止線 45cm m 8 500 4

進行方向 15cm換算 m 20 500 10

駐車枠 15cm m 573 200 114

(B) 共通仮設費 % 20 14,079 2,815

(C) 現場管理費 % 35 23,647 8,276

(D) 一般管理費 % 15 31,923 4,788

南草津駅西口 (金額：千円）
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［その２：交差点改良］ 

①草津駅東：国道大路交差点の右折レーン延伸（設置延長 100m） 

国道大路交差点の草津停車場線から国道１号への右折レーンを延長する。交差点接続部は一部右

折レーンがあるが、滞留する延長が短いため道路の拡幅を行う。延長 100ｍ程度。 

概 要 

・ 国道大路交差点の草津停車場線から国道１号への右折レーンの延長 

・ 右折レーンを大路二丁目交差点まで延ばせば、大路二丁目交差点北側の混雑も解消 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-1 国道大路交差点の右折レーン延伸の位置 

 

事業実施にかかる主な対応 

・ 用地買収 

・ 拡幅工事、右折レーン・路面標示の設置 

 

対策案実施時の概略工事費（ハード整備のみ） 

・ １８，５２０,０００円（税抜き） 

 

次頁以降に、概略平面図および概算工事費内訳書・その数量根拠を示す。 
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表 6-4 ＪＲ草津駅東口（国道大路交差点の右折レーン延伸）の概算工事費内訳書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※昼間施工の場合 

算　　目  工　　種 種　　別 細　    目 規　 　格 単位 数　量  単価(円） 金　額 摘　要

工事区間 工事延長L=100 m

工事費 (A)+(B)+(C)+(D) 式 18,520

　　　 　（A）  道　路　費 式 4,547

a） 土 工 式 398

掘削 m3 90 200 18

床掘 m3 100 2,000 200

埋戻 m3 60 3,000 180

b） 取 壊 し 工 式 88

ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し 無筋 m3 30 2,000 60

ｱｽﾌｧﾙﾄ取壊し t=4cm m2 20 1,400 28

c） 排 水 工 式 2,500

街渠工 m 100 15,000 1,500

U型側溝 m 100 10,000 1,000

d)  舗　装　費 式 1,959

車 道 舗 装 m2 175 7,000 1,225

歩 道 舗 装 m2 272 2,700 734

(B) 共通仮設費 % 20 4,547 909

(C) 現場管理費 % 35 23,647 8,276

(D) 一般管理費 % 15 31,923 4,788

国道大路交差点　右折レーン設置 (金額：千円）
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6-1-3 国庫補助金等の活用 

本業務で提案した改善対策案について、国庫補助金等の活用を検討した。改善対策案は大きく道

路事業（車線数の拡幅、右左折レーンの延伸など）と駅前ロータリー事業に大別できるが、これら

の事業に対して、活用可能性のある支援制度を整理した。 

 

 



 

 

－
2
0
5
－

表 6-5 国庫補助金等の活用の可能性がある支援制度の一覧 

 

 

 

 

 

 

補助事業 市街地再開発事業 道路事業 道路事業（街路） バリアフリー環境整備
促進事業 地⽅特定道路整備事業 中⼼市街地再活性化

特別対策事業
地域公共交通バリア解消

促進等事業

⽀援制度 社会資本整備総合交付⾦、
防災・安全交付⾦

社会資本整備総合交付⾦、
防災・安全交付⾦

社会資本整備総合交付⾦、
防災・安全交付⾦

社会資本整備総合交付⾦、
防災・安全交付⾦

地⽅債の活⽤ 地⽅債の活⽤ 地域公共交通確保維持
改善事業

所管省庁 国⼟交通省 国⼟交通省 国⼟交通省 国⼟交通省 国⼟交通省、総務省 総務省 国⼟交通省

⽀援制度の
概要

空洞化が進⾏する中⼼市街地
において、⼟地の合理的かつ健
全な⾼度利⽤と都市機能の更
新を図るとともに、活⼒ある経
済活動の基盤となる市街地へ
の再⽣・再構築を促進するた
め、街なか再⽣の実現に資する
市街地再開発事業に係る施設
建築物の整備等に対して⽀援
する制度。

中⼼市街地区域内において都
市機能の増進及び経済活⼒の
向上により中⼼市街地の活性
化に資する道路の整備に対して
⽀援する制度。

都市内交通の円滑化や市街
地の形成等を図る街路等の整
備に対して⽀援する制度。

バリアフリー法に基づく建築物の
バリアフリー化等の環境整備の
促進を図るため、基本構想の
策定、及び基本構想等に従っ
て⾏われる動く通路、スロープ、
エレベーター等の整備に対し⽀
援する制度。

地域が緊急に対応しなければ
ならない課題に応えて早急に⾏
う必要がある道路整備を推進
し、もって国⺠⽣活の向上と地
域の振興発展に資するため、地
⽅公共団体からの要望が特に
強い特定の道路について、国⼟
交通省と総務省とが協調して、
補助事業に単独事業を効果的
に組み合わせた地⽅特定道路
としてその整備を図ろうとする制
度。

中⼼市街地が地域の経済及び
社会の発展に果たす役割の重
要性にかんがみ、中⼼市街地
における都市機能の増進及び
経済活⼒の向上を総合的かつ
⼀体的に推進することで地域活
性化に寄与することを⽬的とす
る制度。

多様な関係者の連携により、地
⽅バス路線などの⽣活交通の
確保・維持を図るとともに、地域
鉄道の安全性向上に資する設
備の整備など、快適で安全な
公共交通の構築に向けた取組
みを⽀援する制度。

交付対象事業
交付対象経費

○調査設計計画費、⼟地整
備費、共同施設整備費、防災
性能強化費等

○道路事業

○中⼼市街地の活性化に資す
る以下の事業
・中⼼市街地へのアクセスを向
上させる幹線街路の整備
・交通結節点の整備
・公共交通機関を⽀援する街
路の整備
・駐⾞場の整備
・⾃転⾞駐⾞場の整備
・連続⽴体交差事業
・歩⾏者空間を創出する街路
の整備
など

○基本構想等の策定
○基本構想等に従って⾏われ
る以下の移動システム等の整
備
•移動システムと⼀体的に整備
されるパブリックスペース
•移動ネットワークの⼀部を形
成する⾝体障害者⽤駐⾞施
設の整備　など
○認定特定建築物に係る整備
費

○都道府県道（原則として⼀
般都道府県道）及び市町村
道のうち、地域が緊急に対応し
なければならない課題に応える
ため、早急に整備する必要が
ある特定の道路

○集客⼒を⾼める施設の整備
（市⺠広場、ホール、駐⾞場
等）
○地域の産業の振興に資する
施設の整備（展⽰施設等）
○良好な都市・居住環境と街
並み景観の向上に資する施設
の整備（ポケットパーク等）
など

○バス、タクシー、鉄道駅、旅
客ターミナルのバリアフリー化、
待合・乗継設備整備
○ノンステップバス、リフト付きバ
スの導⼊
○福祉タクシーの導⼊

要件

○市街地再開発事業の交付
対象要件
○中⼼市街地活性化基本計
画での位置付けにより特例措
置あり

○中⼼市街地区域内にかかる
事業区域を有し、中⼼市街地
の活性化に資するもの

○中⼼市街地の活性化に資す
るもの

次のいずれかの区域
○三⼤都市圏の既成市街地
等
○⼈⼝５万⼈以上の市
○厚⽣労働省事業等の実施
都市
○⼀定の要件を満たす中⼼市
街地

○道路地⽅特定道路整備計
画での位置付け

○中⼼市街地活性化基本計
画での位置付け

○法定協議会の⽣活交通ネッ
トワーク計画での位置付け

国費率（⽬安） １／３ 各事業の率による １／２ １／３ ３／１０ ３／１０ １／３

対応する対策案

○草津駅東⼝の対策案①⑤
○草津駅⻄⼝の対策案①②
○南草津駅東⼝・⻄⼝の対策
案①〜⑥

○草津駅東⼝の対策案①
○草津駅⻄⼝の対策案②
○南草津駅東⼝・⻄⼝の対策
案①②⑤

○草津駅東⼝の対策案①⑤
○草津駅⻄⼝の対策案①②
○南草津駅東⼝・⻄⼝の対策
案①〜⑥

○草津駅東⼝の対策案⑤
○草津駅⻄⼝の対策案①
○南草津駅東⼝・⻄⼝の対策
案③④

○草津駅東⼝の対策案①
○草津駅⻄⼝の対策案②
○南草津駅東⼝・⻄⼝の対策
案①②⑤

○草津駅東⼝の対策案⑤
○草津駅⻄⼝の対策案①
○南草津駅東⼝・⻄⼝の対策
案③④

○草津駅東⼝の対策案⑤
○草津駅⻄⼝の対策案①
○南草津駅東⼝・⻄⼝の対策
案③④
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6-2 草津駅周辺における連節バス走行時の道路構造検討 

 

現在、南草津駅から立命館大学の間で運行している連節バスの運用について、琵琶湖方面でのイベン

トや観光等への活用策を検討するため、草津駅西口方面での連節バス運行時の道路および交差点におけ

る道路構造上の問題箇所を明確にし、今後の道路改良計画の基礎資料とする。 

 

1) 検討方針 

・車両走行上問題と考えられる草津駅西口のロータリー、地下通路との合流部、野村中央交差点におい

て検討を行う。 

・連節バスの運行は以下を想定し、次の対象箇所において走行軌跡を検討する。 

・車両軌跡は連節バス相当の車両形状（セミトレーラー）において検討する。 

 

 

図 6-2 位置図 

 

 

 



 

 

－207－ 

① 草津駅西口ロータリー、②地下通路合流部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-3 検討箇所位置図 

 

② 野村中央交差点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-4 検討箇所位置図 

 

 

 



 

 

－208－ 

2) 車両軌跡の検討結果 

 

【車両条件】 

 

 

 

【走行軌跡】 

①草津駅西口ロータリー 

・現況ベースであれば、軌跡上は問題ないが、西口ロータリーを改修するのであれば、改修計

画等において、再度軌跡検討が必要である。 

 

 ②地下通路合流部 

  ・軌跡上は問題ないものの、分離帯への接触が懸念される。 

・地下通路との合流部であり、信号も設置されていないことから、合流する一般車両との接触

事故等の発生が懸念されるため、分離帯への接触も含めて対策が必要である。 

 

 ③野村中央交差点 

  ・草津守山線から草津駅下笠線（駅前線）への左折交通が隅切りに一部抵触する。 

・草津駅下笠線（駅前線）から草津守山線への左折は、軌跡上は隅切りにかろうじて抵触しな

いものの、現実的には対策が必要である。 

 

次頁に車両走行軌跡図を示す。 
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第7章 本業務のまとめと今後の課題 

7-1-1 本業務のまとめ 

(1) 現況調査・交通実態調査 

駅利用者アンケート調査や交通量調査等を実施し、草津駅・南草津駅と周辺の交通状況を把握し

た。アンケート調査結果からは、駅へのアクセス交通手段のうち、自動車送迎者が一定の割合で存

在しており、雨天時にはその割合が２倍近くになるなど、ロータリーや周辺道路の交通混雑の大き

な原因となっていることが読み取れた。交通量調査結果では、駅ロータリーから国道１号までの区

間で渋滞が見られた。国道１号の信号交差点で青時間内に交通処理ができないことがその原因であ

る。 

また、草津市全体の傾向として人口の増加、自動車保有台数の増加とともに、自動車分担率が高

く、自動車依存の強いことがわかった。こうした傾向が、駅周辺の道路混雑の背景にある。 

 

(2) 課題整理 

現況調査・交通実態調査の結果等から、草津駅・南草津駅周辺の交通課題を以下のとおり整理し

た。 

○駅周辺の道路混雑の解消 

 自動車を捌くための交通容量の確保や自動車交通量の総量の抑制が必要 

 駅のロータリーの効果的かつ適正な活用に向けた機能の向上が必要 

○バス待ち環境の改善 

 長蛇のバス待ち行列の緩和や行列発生による歩行環境悪化の改善が必要 

 

(3) 改善対策案の提案 

交通課題を解決すべく、草津駅の東西、南草津駅の東西において、対象地域における前提条件や

制約条件等の地域特性を踏まえて、現在の道路混雑やバスの待ち行列が少しでも緩和することを対

策の方向性として位置付け対策案の検討を行った。 

草津駅東口では、駅ロータリーから国道１号を先頭とする渋滞を緩和するための対策案や駅ロー

タリーの運用見直し等に関する対策案を６案検討した。西口は駅ロータリーの運用見直し等を２案

検討した。 

南草津駅でも国道１号を先頭とする渋滞を緩和するための対策案を検討した。また、駅ロータリ

ーにおいて一般車両の利用規制を設ける対策案など計７案を検討した。 

各対策案について、概要、概要図、問題点、事業実施にかかる費目、実現に向けた可能性を整理

した。 

また、いくつかの対策案について交通シミュレーションを実施し、その効果や影響を把握した。 
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(4) 概略設計図の作成 

駅ロータリーや周辺交差点の混雑を改善するための対策案について、概略設計図の作成を行った。

また、事業費の算出が可能な対策案の事業費の検討や、各対策案について活用可能な国庫補助金等

についても整理した。 

 

7-1-2 今後の課題 

○関係機関との継続的な協議 

各対策案については交通事業者、道路管理者、警察、行政機関等の多くの関係者が関わってい

る。対策案を実現するための問題点を明確にし、問題点を解決していくためには関係者間の継続

的な協議が必要である。国、県等の行政機関については同じ課題を共有している可能性もあり、

各々が所有している情報やデータの共有化を図りながら、連携して取り組みを進めていくことが

効果的である。 

また、地域住民や道路利用者（事業所等）が深く関わるテーマであるため、必要に応じて対話

するための場を設けるなど、問題や課題の共有化、住民や道路利用者の役割（各立場でできるこ

と）の検討、対策案への理解の深化を図ることも必要である。 

 

○具体的な事業費の検討（費用対効果の検討） 

関係者との協議を踏まえて、対策案の事業内容を具体化し、設計を行い、事業実施にあたって

の諸条件を精査した上で、事業費の検討を行う。 

また、検討した事業費と対策案の効果から費用対効果の指標化も検討する。 

 

○実現に向けた検討 

事業実施にかかる制約条件等から各案の実現可能性を整理する。実現可能な案については、費

用対効果等を踏まえて優先順位を示す。 

以上の検討を実施しながら事業化に向けて（実施の有無も含めて）検討を深めていく必要があ

る。 

 

 


